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今号の表紙は、本郷キャンパスに残る撒水用ポンプ
施設跡です。三四郎池から水を汲み上げてほこりっ
ぽい構内に潤いを加えるため、1928年に設置されま
した。とうにその役目を終え、150周年が近づく大
学を静かに見守っています。

　東京大学の広報誌『淡青』は、年2回刊を重ねて今号が50号
の節目です。創刊の1999年は国立大学法人化の方針が決定さ
れた年。爾来、誌面は豊かな彩りと稔りに恵まれてきましたが、
その舞台となるキャンパスの姿と主人公たる学生・教職員の
日々はというと…。そこで本号では「悩める東大」と銘打って、
四半世紀で深まるばかりの、先立つものがない悩みともどかし
さをありのままお伝えすることにしました。立ちはだかる難題
の山、それに立ち向かう東大人の知恵と工夫をご覧ください。
その姿に関心をもたれた方は、東大基金のリンクものぞいてい
ただけると幸いです。
　次の25年へ向けての区切りの号とて、創刊時メンバーの谷
口将紀先生には当時を振り返っていただきました。積もる「悩
み」を乗り越え、『淡青』100号ではどんな未来をお届けできる
でしょうか。挑戦は続きます。

東京大学広報室長　杉山清彦

「淡青」について
東京大学と京都大学（当時は東京帝国大学、京都帝国大学）が1920年に最初の対校レ
ガッタを瀬田川で行なった際、抽選によって決まった色が「淡青」（ライトブルー）で
した。本学運動会応援部の旗をはじめとして、スクールカラーとして定着しています。

編集発行／東京大学広報室 

杉山清彦 （広報室長　総合文化研究科教授） 
広報誌部会／
藤本博志 (新領域創成科学研究科教授) 
山崎俊彦（情報理工学系研究科教授）
中村尚史（社会科学研究所教授) 
伊藤恵理 (先端科学技術研究センター教授) 
高井次郎、青木瑞穂、井尻裕子、ウィットニー・マッシューズ、
島宏幸、中村咲耶、山下大地（広報課) 

※本誌へのご意見・ご感想はkouhoukikaku.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jpまでお寄せください。

アートディレクション／細山田光宣（細山田デザイン)
デザイン／グスクマ・クリスチャン、室田潤（細山田デザイン)
撮影／貝塚純一（p.1） 

印刷／テンプリント 
発行／令和7年3月17日

【淡青】お取り寄せ方法
右のURLにアクセスして資料請求番
号をご入力ください（QRコードか
らのアクセスでは番号入力不要）。
送料はご負担ください。

URL： https://telemail.jp　
資料請求番号：985108　 
送料：180円（後納）
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「世界の誰もが来たく

なる大学」を目指して

歩んでいる東京大学。

ですが、現状は理想

にまだ遠く及ばず、

課題は山積みです。

「そうは言っても東大

はまだ余裕があるんで

しょ？」と思う人も少な

くないようです。

しかし、大学の象徴

たる歴史的建造物は

「開かずの門」となり、

最新の生物科学を進

める研究棟の壁は崩

れ、車椅子だと通行

しにくい道がまだ残り、

構成員の多様性は不

十分なまま……。こう

したことは、多くの点

で日本社会全体に関

わる問題でもあります。

今回の『淡青』は、

大学の厳しい現状に

目を向け、課題として取

り組んでいる姿を紹介します。

東大はいま、この148年間で最も切実に、

キャンパス各地の風景より。

トン トントン トントン トンツー ツー ツー

皆様のご支援を必要と
しています。



4

スの学びとして体験型のプログラムが効果的

ですが、全国各地や海外へ行く機会を経済的

理由で諦める学生を減らし、より多くの学生

が参加できるようにしたいのです。多様な視

野の涵養という点では、国際化も重要です。

英語で学ぶ科目を増やし、少人数クラスでき

め細かく対応するには、教員やスタッフの拡

充が必須で、留学支援の拡充も大切です。ま

た、図書館機能の強化、授業の質向上に必須

なTAの処遇改善も「待ったなし」です。

――大学界全体の問題として東大から政府に

働きかけるべきとの声もあります。

　国立大学全体の問題については、国立大学

協会（国大協）から働きかけるのが筋で、国

大協は政府に要請を続けています。東大とし

ても文科省に強い要望を伝えてきましたが、

文科省の予算は初等・中等教育も含めた総合

的な枠組みで検討されるため、教育を社会全

体でどう支えるかという議論が必要です。

きいなかで、財政面での自助努力は、国立大

学の枠組みでできることを広げてきたと自負

しています。例えば、大学債の使途の柔軟化

を政府に働きかけ、現在では初期費用に対す

るものという制限はあるものの、教育研究の

施設・設備整備に付随するソフト面にも使え

るようになりました。

　今回、多くの意見をいただきながら一歩を

踏み出しました。学生の皆さんの困りごとを

改善につなげるためアンケートを実施し、学

内各部局で声を聞く懇談会を開きました。今

後も現場の声と向き合いながら、「世界の誰

もが来たくなる大学」を創る努力を続けます。

環境向上への投資が必要
――授業料改定に至った経緯をお話しくださ

い。

　東大が「世界の誰もが来たくなる大学」に

なるには、教育学修環境の充実が不可欠です。

それには資金が必要で、しっかりした財務基

盤を築かなければなりません。4年前に財務

経営本部（現・CFOオフィス）を立ち上げて

議論を重ねたなかで浮上したのが、20年間

据え置かれてきた授業料の改定です。この間、

運営費交付金の漸減に加え、光熱費や物価の

上昇が進みました。一方、世界の高等教育の

現場では新しい学びの環境整備が進んでいま

す。東大が現状のままでよいはずがなく、授

業料を改定し、その増収分を学びの環境向上

に投資することが必要と判断しました。

――より良い学びの環境を実現していくうえ

で、どのような点を充実させたいですか。

　まず、デジタル環境整備の推進が急務です。

授業の履修や授業以外の学びについて自ら設

計・管理できる学習支援システムを全学に導

入したいと考えています。キャンパス全体を

カバーするセキュリティを高めたネットワー

クの整備、教室の電源や使用できるDXツー

ルの拡充も不可欠です。また、オフキャンパ

世界の誰もがもっと来たくなるための
学修環境整備が不十分
2021年に藤井輝夫総長が就任して以来、「世界の誰もが来たくなる大学」を目標に掲げる東大。
しかし、現状はまだ理想に及ばず、課題は山積しています。
大学経営上の大きな課題となっているのが財政の問題。昨年は授業料改定という大きな判断に踏み切りました。
大学経営を司る総長と最高財務責任者（CFO）の理事に、大学財政の現況について聞きます。

2004年度

2006年度

2008年度

2010年度

2012年度

2005年度

2007年度

2009年度

2011年度

2013年度

2014年度

藤井輝夫
FUJII Teruo

本学工学部卒、本学工学系研究科博士課程修了。生
産技術研究所教授、理事・副学長等を経て、2021
年4月より現職。専門は応用マイクロ流体システム。

東大の 現状 1SOSSS

926
955

929
899

883 879
857 853 840

783
811

運営費交付金の変遷

法人化当初と直近の財源構造

大学経営状況の詳細は
東京大学統合報告書を
ご覧ください
https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/
about/public-relations/IRIR.
html

2681億円

2023年度末
経常収益総額

1771億円

2004年度末
経常収益総額

●運営費交付金
●学生納付金
●自己収入
●外部資金
●その他　

9％

18％

17％

7％

49％

30％

6％

25％

39％

教
育
学
修
環
境
の
改
善
は「
待
っ
た
な
し
」

個々の大学ができるのは財源の多

様化で、東大は補助金型からエン

ダウメント型へ経営体制の転換を

進めています。政府への働きかけ

が実り、国立大学の会計基準が緩

和され、大学運営基金の創設が認

められました。従来は年度ごとの

会計処理が前提で予算を繰り越せ

ませんでしたが、自己収入の一部

を基金として積算できるようにな

り、その運用益は教育研究活動や

基金元本の積み増しに充てること

ができます。

　東大は日本の大学で最大の規模

を擁します。学部と大学院を合わ

せた学生数は国立大学で最多、教

職員数も最多です。また附属施設

が全国各地にあり、事業規模も大
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UTokyo NEXT150
大学の教育研究活動のために活用するエンダウ
メント型の基盤基金。大学の財政基盤として積
み立て、その運用益とともに基礎研究などの自
律的な活動に活用します。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/utokyo

菅野 暁
SUGANO Akira

本学経済学部卒、マサチューセッツ工科大学経営大
学院修士課程修了。みずほフィナンシャルグループ
執行役副社長、アセットマネジメントOne代表取締
役社長等を経て、2023年8月より本学執行役（CFO）、
2024年4月より現職。

政難で海外派遣プログラムの一部を諦めまし

た。施設や設備の古さも問題で、若者が選び

たい環境ではありません。危機感ゆえの授業

料改定でした。私自身、実際に来るまで、東

大は国から十分な支援を受けて、困っている

はずなどないと思っていました。大学の状況

を社会にもっと発信すべきでしょう。

――エンダウメント型経営とはどういうもの

でしょうか。

　運営費交付金が年度ごとに決まったり、建

物の減価償却がごく一部でしかできなかった

りといった要因があいまって、国立大学では

単年度予算の考え方が強く、中長期を見据え

た財務経営的な発想がありませんでした。エ

ンダウメント型経営は、基金の運用益を予算

に組み入れ、中長期の視点を持って、大学独

自の判断で必要な事業に投資できるようにし

ようというものです。

　ただ、基金の規模がある程度ないと効果は

限定的です。たとえばスタンフォード大学は

年間予算の20%となる約2000億円を運用益

で賄っています。東大はそうした大学と競い

合う位置にありますが、現状の基金額は500

億円程度。基金が1000億円になれば、運用

益が20億円程度は活用できますから、まず

はそのあたりを目指しつつ、少なくとも運用

益100億円、つまり基金規模5000億円を目指

すべきです。数年以内にその見通しをつける

のがCFOの仕事と任じています。

――東大は英米の大学を目指すのでしょうか。

　国の財政状況を考えれば、そうすべきです。

日本の大学進学者は約6割。大学授業料がほ

ぼ無料である大陸欧州のように、国税のさら

なる投入に国民の同意が得られるかは不明で

す。日本のある世論調査では、高等教育は国

が全額負担すべきと答えたのは20%程度で

した。しばらくは英米と大陸欧州のハイブリ

ッド型で歩むしかないでしょう。

外に伝わらない財政難がある
――大学財政はどんな状況でしょうか。

　運営費交付金は、20年前から100億円以上

減りました。以前は全体の5割程度が国から

の資金でしたが、いまは3割ほど。一方で東

大の活動は年々拡大し、使う額も増えていま

す。増えた分の多くは、企業や寄付者など国

以外のステークホルダーから支えていただい

ています。基盤的収入が減れば縮小均衡を図

るのが普通です。しかし東大は、特にこの数

年は、やりくりが厳しくなるのを覚悟の上で

活動を拡大してきました。加えて、2022年

以降、人事院勧告で公務員の賃上げを促され

ます。2～3%の昇給が続けて実施され、国

立大学法人も教職員の給与を引き上げました。

人件費は大学の経常支出の4割を占めます。

それが財政状況の厳しさに拍車をかけました。

――東大は2022年度に50億円もの赤字を出

しました。危機的状況でしょうか。

　東大は1兆円ほどの不動産を資本勘定に持

っていますから、すぐに破綻することはあり

1000

803 805
824

808 814
841 833

818 803 802 790

750
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海外主要大学との基金の比較 （2023年）

ケンブリッジ大学

UCサンディエゴ校

マサチューセッツ工科大学

スタンフォード大学

ハーバード大学

オックスフォード大学

UCバークレー校

プリンストン大学

イエール大学

東京大学

単位：億円

単位：億円

出典：『東京大学統合報告書2024』

4,938

11,871

4,077

11,489

299
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62,781

78,661
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ません。2022年度の経常損失は

－51.3億円。2023年度は会計基

準が変わった関係で財務諸表上で

は＋6.2億円ですが、実質は－40

億円程度です。経費を節減し、経

常損失を約10億円減らしました

が、もう限界です。収入増の努力

もこれまで以上に行いつつ、支出

も減らして合わせ技で赤字を解消

しないといけません。

――授業料改定への反応をどう受

け止めましたか。

　CFOとして非常に悩み、反応を

真摯に受け止めました。ただ、教

育環境を世界のなかで見ると東大

が劣るのは事実です。米国の諸大

学を視察すると、彼我の差は大き

い。MITではアフリカなどに数百

人規模で学生を送り出して経験を

広げさせているのに、私たちは財

※2017年度、2018年度は機能強化促進費（補助金）を含む
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赤門が「開かずの門」と化している
東大といえば赤門が浮かぶ人は少なくないはず。ですが、そんな大学のシンボルは、
耐震性の問題のために2021年から閉門されたまま。一度もくぐらずに卒業する学生もいます。
赤門耐震対策委員を務める藤田香織先生に、歴史的木造建築の耐震性を専門とするご自身の研究と、
構造の面から見た赤門の特徴、そして改修プランについて聞きました。

　2020年度、施設部が行った赤門耐震診断

の報告書の内容を吟味した結果、いくつかの

条件が重なると大事故が生じる可能性がある

ことが判明しました。それを踏まえて大学執

行部が決断し、2021年2月12日に赤門は閉ざ

されます。新たに内部まで詳細に調べること

となり、学内に赤門耐震対策委員会が発足し

ました。木造建築の保存修理に詳しい藤井恵

介先生が委員長となり、建築学専攻から海野

聡先生と私、新領域創成科学研究科の清家剛

先生と構造設計の佐藤淳先生、それから地震

研究所の楠浩一先生、人文社会系研究科の鈴

木淳先生、埋蔵文化財調査室の堀内秀樹先生

が委員になり検討を進めてきました。　

赤門は短手方向の揺れに弱い
　赤門は薬医門という様式を採用しています。

屋根の中心線と下の構造物の中心線がずれる

のが特徴で、短手方向に大きく揺れると学外

側に倒れる恐れがあります。長手方向には袖

塀と柱という構造的な要素があり、この方向

の揺れにはある程度耐えられます。短手方向

は筋交で補強してありますが、力に抵抗する

要素が少なく、問題は短手方向です。門の内

側には柱がありますが、外側にはありません。

赤門の外側にあるスペースを立入禁止にすれ

ばもし倒れても人的被害は防げる、と考える

ことも可能です。でも、門を開けて通行可と

するなら、耐震補強をしないと事故につなが

る可能性が残ります。

　委員会では、文化庁とも相談しながら検討

を進め、複数の改修案を用意しました。倒壊

を防ぐ最も効果的な方法は、大屋根の両側を

ワイヤーなどで下に引っ張ることですが、か

なり目立つし、ワイヤーに人が引っかかる恐

れもあります。道路側に柱をもう一つ建てる

方法もありますが、そのために地面を掘ると

考古学的な問題が生じるかもしれません。委

員会の推奨プランは、最も費用対効果が高い、

貫という横材をワイヤーで下に引っ張る方法

です。地面を掘って赤門の重さと同等の錘を

埋め、地震や強風が起きても浮かないように

する。ワイヤーが見えてしまいますが、黒く

て細いので注意しないと気づかないでしょう。

実際にどうするかは大学としての判断です。

赤門は東大の門ですが、みんなの門でもあり、

いろいろな声を聞いて総合的に考える必要が

あります。もちろん資金の算段も非常に重要

です。　

　2021年から大学施設部と関係分野を専門

とする教職員が協力して調査を開始し、

東大の 現状2SOSSS
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歴史的木造建築の
工学研究国際拠点形成基金
使い道は、各地の歴史的木造建築の構造性能評
価、若手研究者育成、防災技術の開発や発信な
ど。日本の建築を未来に伝えるためのご支援を。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt143

善通寺、本山寺などで五重塔の構
造を調査してきた藤田先生。研究
室の自席から振り返ると、旧知の
棟梁から贈られた日光東照宮五重
塔の掛図が見えます。

普段見られない屋根裏などを案内するオンライ
ン見学会を2021年3月と2022年3月に実施（主
催：施設部）。その模様はYouTubeで閲覧でき
ます。https://youtu.be/hqKHWT4UM_Q?si

赤門詳細調査の様子。数人で貫（横木）を押すとどの
くらいの力がかかるか、といった測定も行いました。

作ろうとがんばりますが、いざ災害が起きる

と崩れてしまうし、人命を奪う場合もあるこ

とに衝撃を受け、地震国の日本で建築をやる

なら耐震性が不可避だと強く思ったんです。

それまでは憧れる気持ちで建築を見ていまし

たが、ハード面から関わろうと決め、古い建

物の耐震研究をテーマにしました。

　この20年間続けてきたのは地震観測です。

この間、観測機材の性能が上がり、価格は下

がりました。昔は現地に行って地震計からデ

ータを読み込みましたが、通信が発達したい

まはオンラインで常時見られます。

日本の技術を他国の建築に
　近年は、木造の文化財を持つ他の国からも

相談が来るようになり、日本以外の歴史的建

造物も対象にしています。たとえばノルウェ

ーは木造大国で12世紀の木造教会が多くあり

ますが、構造研究は進んでおらず、モニタリ

ングができないかと打診をいただき、日本で

やってきた手法を現地に応用して調べていま

す。ウクライナの西部、古い木造教会が多い

カルパチア山脈付近でも調査を進めていまし

たが、戦争で中断せざるを得ず、いまは同様

の建築が多い隣のポーランドを調べています。

　日本には構造性能研究の蓄積があり、古い

木造建築のモニタリング調査は得意分野です。

モニタリング自体は誰でもできますが、いか

にそれを解釈するかが重要で、日本はその部

分が強み。たとえば中国にも古い建物はあり

ますが、純木造で残るものは少ないです。歴

史的木造建築が多く残り、大正期から耐震測

定を続けてきたのが日本です。自然災害に耐

えてきた歴史的建造物の構造に学び、それを

今後の建築に反映するのが私の願いです。

　歴史的建築物は定期的に修理しないといけ

ませんが、修理に必要な調査の予算はなかな

かつきません。まず図面を起こさないといけ

ない文化財では一部調査費も認められますが、

地震の観測とか揺れた部分の精査といったこ

とについては、研究者がやりくりしないとい

けないのが現状です。大学として調査を行っ

て知を積み重ね、社会で広く活用する形を目

指し、2年前に基金を立ち上げました。まず

は全学的に重要な赤門の調査に着手し、集ま

ったお金で地震計を設置して観測を続けてい

ます。赤門に限らず、調査で得た歴史的木造

建築の知見を次世代に引き継いでいきます。

2022年度からは文化庁の補助事業として文

化財建造物保存技術協会という専門家集団に

よる調査と構造診断が実施され、補強案が

2023年度末に策定されました。現在（2024

年度）は補強の基本設計、来年度は実施設計

と仮設工事、2026年度から工事が本格的に

開始される予定です。長くかかるのは調査を

丁寧にしているから。十分な調査をせずに修

理を進めると、過去の痕跡が失われ、文化財

としての価値を損なう危険性があります。国

の補助事業なので各種手続きも必要です。も

う一つ見逃せないのは、建築業界が大変深刻

な人手不足に直面している点です。特に、文

化財の修理に必要な高度な知識と専門性を持

った職人は全国的に不足しています。赤門は

それほど激しく傷んでいるわけではなく、他

に緊急度の高いものがあるならそちらが優先

されるのは当然かもしれません。

　1923年の関東地震で周りが大破しても、赤

門は大きくは壊れませんでした。ただ、それ

から約100年。前回壊れなかったから次も大

丈夫とは言えません。関東地震で少し傾いた

記録があり、見えない部分で傷みが進んでい

る可能性もあります。最低でも土が詰まって

いて重い屋根の葺き替えは必要です。瓦をつ

なぐ役割があるので全ては無理ですが、少し

間引くだけでも軽くなり耐震性は増します。　

「きれいだな」から 
「安全なのか?」へ
　振り返ると、私の卒論のテーマは日本建築

史でした。書院造ってきれいだなと思って勉

強し、古い建築がどのように成立しているの

かに興味が湧きました。大学院進学時、構造

工学の側面にも興味があり、坂本功先生の研

究室で古い建築の木質構造を学びました。修

論を書き終える直前、阪神・淡路大震災が起

き、現地調査に入ります。それまで単にきれ

いだなと思って見ていた建築を、安全なのか

と問いかけながら見るようになりました。建

築学の人はみな建築が大好きで、いいものを

特製の本棚に並ぶのは木造建築の
大家・太田邦夫先生から譲り受け
た蔵書。「最高の教科書が揃う『太
田文庫』です。気になることがあ
ったら本棚を探ればヒントに出会
えます」（藤田）

FUJITA Kaori

藤田香織
工学系研究科教授
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にお雇い外国人のモースが残したスケッチ

（Morse, E.S. 1917. Japan Day by Day, vol.1, 

Fig.279） 3 に赤門が描かれています。薄
すすき

が

茂る寂しい場所だったことは、英文学者の馬

場孤蝶が残した随筆でもわかります。

　1885年、赤門は東大の正門となります。

現在の正門は別の門ですが、赤門が正門の時

期もあったのです。神田錦町にあった東大本

部の本郷移転を機に正門としたことを示す文

書が残っています（1885年7月20日付「本学

事務所法文学部内ニ移転ニ付赤門ヲ正門ト定

メタル件」／文書館蔵）。赤門を写した最古

とされる1886-97年頃の写真（「東京帝国大

学五十年史上巻」） 4 には、「帝国大学」時代

の表札が写ります。しばらくして門前のスロ

ープがなくなり、塀は板塀から海
な ま こ

鼠塀に。

1902年の医科大学卒業アルバムを見ると、

赤門前はかなり広かったことがわかりますが、

翌1903年には約15m西に移築されています。

　1923年にはまた危機が訪れました。関東

大震災です。直後の写真（被災記録写真大正

拾弐年度震災原板四ノ三／総合研究博物館

蔵） 5 では、足場が組まれ、瓦が落ちそうな

様子や探し人の張り紙も見えます。1925年8

月の写真でも、瓦の隙間から草が見え、番所

にも草が生えて寂しい状態だったことがわか

ります。復興工事が進むなかで修理がなされ、

1926年2月の写真には元の姿を取り戻した赤

門が写っています。このとき本郷通り側の番

所前に置かれた白い石柱は、いまも健在です。

　明治になって江戸の建物が減り、1931年

時点では東京に残る大名屋敷の主な門は5つ

だけでした。ここで国が赤門を旧国宝（いま

の重要文化財に相当）に指定し、「國寶赤門」

の標柱が立ちました。「帝国大学新聞」1931

年11月2日の記事には、時代錯誤だから取り

壊せという意見があったが、当時図書館長だ

った姉崎正治先生、建築学の伊東忠太先生や

関野貞先生が強く反対して事なきを得たとの

旨が記されています。赤門はここでも危機を

乗り越えました。

空襲にも投石にも負けず
　次に訪れた危機は太平洋戦争です。本郷も

空襲で被害を受け、懐徳館がある場所もその

一つでした。もともと当地には西洋館の初代

懐徳館がありましたが、3月10日の東京大空

襲で破壊されました。1945年3月21日の「帝

国大学新聞」には、「赤門かくて焼けず」と

題する記事があり、建築専攻の学生らがバケ

ツリレーで延焼を食い止めたことが記されて

います。本郷通りを挟んだ森川町や本郷六丁

目一帯が焼け、火の粉が赤門にも及びました。

1942年に最初の空襲があった後、大学が防

空訓練をした際の写真が、東大特設防護団設

営部及営繕課団防空訓練写真帖（総合研究博

物館蔵） 6 にあります。この訓練が赤門を救

う結果につながったのかもしれません。

　戦後、1950年に重要文化財に指定された

赤門ですが、その後は荒れ果てます。1958

年2月8日「読売新聞」中央版朝刊には「腐

る一方の赤門　雨もりに予算もらえず」とい

う記事があります。文化財保護委員会にかけ

あってやっと修繕が可能となり、1959年に

解体修理が行われました。その後は学生紛争

の波が押し寄せました。「毎日新聞」1969年

6月8日東京版朝刊に、「東大赤門も傷ついた　

文学部団交、投石の応酬」という記事があり

ます。左翼学生同士が赤門を挟んで石を投げ

合い、170箇所で漆が剝落し、屋根瓦7枚と

火事にも震災にも負けず
　いまから約200年前、徳川家斉の娘の溶姫

が前田家に輿入れする際に赤門が建ちました。

創建時の姿を描いた絵は残っていません。有

名な総合図書館蔵の「松乃栄」は後から描か

れたものです。その後、赤門は本郷の象徴に

なりました。1840年頃の「広重画帖」（国会

図書館蔵）の錦絵「狂句合 本郷」 1 にはす

でに赤門が描かれています。

　1868年、本郷の春木町から大火事が迫り

ました。延焼の危機でしたが、幸い焼失は免

れました。明治維新の際に金沢に戻っていた

溶姫は、同年6月に逝去。赤門は溶姫用の門

なので撤去されてもよかったはずですが、残

りました。短期間ながら溶姫が明治を生きた

からでしょうか。同年7月には上野戦争が起

こります。加賀藩邸に官軍が立て籠って大砲

を置いたとされますが、この戦火からも赤門

は生き延びました。

　明治になっても前田家は本郷に住み続け、

1868年11月には明治天皇が前田邸に行幸し

赤門が「開かずの門」と化している

赤門とは何か
——歴史と建築の視点から
東大150周年事業として始動した「ひらけ！赤門プロジェクト」にちなみ、
昨年12月11日、本郷にある懐徳館で特別セミナーが開催されました。
歴史と建築の視点から赤門と赤門周辺を考えようというこのイベントから、
文化遺産と建築の研究者による2つの講演を紹介します。
赤門の軌跡と奇跡とは？ 赤門周辺の新活用プランとは？

MATSUDA Akira

松田 陽
人文社会系研究科准教授

ます。大宮の氷川神社に行く

際に休憩に立ち寄り、赤門を

通過した記録が残ります。

1868年の「東京名勝本郷之

風景」（三代広重、史料編纂

所蔵） 2 にはその様子が描か

れています。

　しばらく前田家の門として

機能した赤門ですが、1871

年になると前田家の手を離れ、

東京府、その後は文部省の敷

地に入りました。1877年に

は東大が創立されます。同年

東大の 現状2SOSSS
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門
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年
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と
奇
跡

両講演のほか
座談会の模様も

YouTubeで閲覧できます
https://youtu.be/
goQaFM20kic?si

東大基金特別セミナーより

1 2 3 4 5
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金具5箇所が破損したと書かれています。卒

業生のなかには赤門前にタテカンがあった情

景を覚えている人がいるかもしれません。

『毎日グラフ』1977年4月26日号にはそんな

様子が写っています。時は下り、1989年に

は平成の修理が行われて今に至っています。

こうして赤門の軌跡を辿ると、よくぞ残った

なと思えます。本講演の副題（200年の軌跡

と奇跡）もまんざらではないかもしれません。

ひらけ！ 赤門プロジェクト
耐震性の問題から2021年2月以降閉鎖されてい
る東大のシンボルを甦らせ、ともに150周年を
迎えるため、皆様のご支援をお待ちしています。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/akamon

講演後の座談会「赤門と刻む、東
京大学の次なる150年とは」に参
加した津田敦理事・副学長（中央）
と工学系研究科の加藤耕一教授
（左端）と松田准教授（千葉教授
はオンライン参加でした）。

層棟を積み上げた工学部3号館、歴史性と教

育DXを融合する形で改修した工学部1号館

15号講義室などがあります。大学の空間は

終わりのない運動体であり、歴史を受け止め

てどう未来につなげるかが設計の肝だと考え

ています。

　赤門については、耐震補強をどのように行

うかを学内で議論してきました。赤門全体の

重量を軽減し、地震時の引き抜きに耐えられ

るよう最小限の補強を行うことになるでしょ

う。これは赤門の価値を損なわないための最

小限の措置です。

　一方で、赤門周辺エリアの検討も始まって

います。2020年度、赤門脇トイレの学内デ

ザインコンペが実施されました。対象敷地は

東京大学コミュニケーションセンター（UTCC）

横で、将来のインクルーシブなトイレの在り

方を考えた学生チームのすばらしい提案が最

優秀賞に選ばれました。ただ、工事着工前の

埋蔵文化財調査において加賀藩の遺構が出た

ため、計画を再検討せざるを得なくなりまし

た。苦渋の判断でしたが、重要な遺構を後世

に伝えるために新たな検討チームが発足。私

はそこで、遺構をUTCCとうまくつなげる形

で再生するプランを考えました。

　一つは、遺構を展示するだけでなく、東大

の歴史をしっかり伝える場と捉え、UTCCの

前を掘り下げて長い遺構をしっかり見せる展

示空間を作るプランです。また、UTCCの建

物をすっぽり鞘堂のように包み、UTCCが一

つの展示物のようになるプランも考えました。

このプランでは本郷通り側に人が通れるスペ

ースが作れるのも長所です。もう少し現実的

に、遺構を展示した上に地面がめくれあがっ

たような屋根を設けるプランも作りました。

遺構をそのままの状態で展示できれば可能性

が広がります。

実は未整備だった 
赤門周辺エリア
　赤門周辺をあらためて見ると、正門より知

名度があるのに、実は整備は進んでいないこ

とがわかります。赤門から医学部に続く道路

の床仕上げはアスファルト舗装で、しかも道

路は赤門の軸線と微妙にずれています。本郷

キャンパスの床仕上げを整理すると、正門周

辺や正門から安田講堂に至る通りは御影石で

す。安田講堂前には都電荒川線から持ってき

7 – 9 。遺構をそのまま展示するには困難が

つきまといます。地下から水が出たり、それ

がカビをもたらしたり、風雨に晒されて遺構

が風化する懸念もあるので、最小限の空間で

覆って遺構の公開と保存を行います。本郷通

り側から内部に続く視線を遮らないよう、カ

ーブをつけて庇を設置し、下にある遺構に負

担をかけないよう、建物を軽くする必要があ

るため、薄い鉄板で作ります。鉄板は加工が

しやすいので、アーチ状にカットし、全体の

梁として機能させながら、雨樋の機能ももた

せます。将来的には、UTCCを東大の歴史の

展示空間として整備し、トイレと守衛所の一

部もUTCCに組み込もうというプランです。　

　赤門をくぐった先に、木陰でくつろげる空

間が広がる広場のような場を生み出せれば良

いなと思っています10。赤門周辺にはさまざ

まな時代の建物があり、さまざまな時間が蓄

積しています。新しく計画する建物は最小限

にとどめ、場所に刻まれた歴史を大事に継承

しながら、デザインコンペの成果も取り入れ

たいと思っています。この空間が持つ時間の

蓄積を丁寧に紡ぐことで、東大の他の場所に

はない価値を生み出せると信じています。

歴史を未来につなげる
　私は長くキャンパス計画に携わってきまし

た。これまでの主な仕事としては、東日本大

震災で被災した天井をはじめ、先人の志を読

み解きながら現代の要請に応えて大改修を施

した安田講堂、一度解体して復元した上に高

た舗石ブロックも敷かれています。図書館前

や医学部本館前なども御影石で、キャンパス

の主要な外部には良い材料が使われています。

ところが、赤門前はシンプルなアスファルト

舗装。なんとか整備したいと思い、赤門前の

道の車道を最小限にして広場状の歩道を広げ

るプランをチームで検討しています。守衛所

の整備もあわせて行うと、正門の前とは別の

特徴を備えた、様々な時代の時間が蓄積する

空間として一帯が甦るはずです。

　赤門周辺整備の現実的な最終案として検討

しているのは、UTCCの前に軽やかで大きな

庇を設けて遺構の上に架けるというものです

時
間
と
空
間
を
紡
ぐ
こ
と

CHIBA Manabu

千葉 学
工学系研究科教授

6 7 9 108
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理学部2号館が老朽化している
1877年に発足した理学部生物学科の本拠地として、
生物科学に多くの革新をもたらしてきた理学部2号館。
しかし、建物の老朽化が進み、冷房設備の不備や外壁の損傷、
漏水といった問題が進行しており、
通常の使用はもちろん、研究活動にも支障をきたしています。
学生時代をこの2号館で過ごし、
現在は生物科学専攻の長を務める東山哲也先生が、
率直に窮状を訴えます。

生物学の歴史息づく建物
　一方で、この歴史ある建物をもっと役立て

たいとの思いもあります。たとえば中庭。二

つあるうち、動物学科が管理した北側の庭に

は噴水の跡があり、昔は水が噴いていました

が、長く使われていません。植物学科が管理

した南側の庭には植栽がありましたが、荒ん

でいます。中庭の壁も傷みが激しく、出入口

に防護用のトタン屋根をつけ、立ち入る際に

はヘルメットを着用したり壁沿いを歩かぬよ

う注意したりしています。ここをうまく整備

して、地域の人や中高生に生物学の歴史や最

新研究を伝える場にできないかと思っていま

す。

　私は「らんまん」でも描かれたイチョウ精

子発見の系譜に連なる研究をしており、主に

被子植物の受精がテーマです。花粉が付くと

そこから管が伸びて受精に至ります。管はど

うやって卵細胞の位置を探すのか、仲間の花

粉のときだけ受精するのはなぜかといった機

序の研究です。助手時代にここで進めた研究

のなかで、卵の方向を教える花粉管誘引物質

を発見し、「ルアー」と名付けました。釣り好

きが多い研究室でインスパイアされての命名

でした。

　5月には、建築ファンが都内の建物を巡る

東京建築祭というイベントに参加します。大
隅良典先生など多くの生物学者が過ごした理

学部2号館。生物学の歴史が息づく建物に

インスパイアされに来てみませんか。

現代の耐震基準もクリア
　理学部2号館は1934年の竣工で、内田祥三

設計の建築のなかでは中期のものです。関東

大震災を受け、耐震性の強い建物を作ろうと

するなかで生まれた建物です。おかげで現在

の耐震基準もクリアしています。この棟に入

っているのは、1877年発足の生物学科（生物

科学専攻）です。NHKの朝ドラ「らんまん」

に出てきた青い建物の植物学教室は、いまの

薬学部の辺りにありました。その後、動物学

教室と離れて植物園に移りますが、2号館が

できて再び合流し、人類学教室も加わってい

まに至ります。

　しかし、竣工から90年が経過して外壁が崩

れてきており、装飾部は特に傷んでいます。

危険なので外構には防護網を張り巡らしてい

ます。建物内部では、床が傾き、天井はたわ

み、閉まらない窓や開かずの扉も。古い電気

ブレーカーが残り容量も小さく、新しい実験

機器を入れたいときは一般的な100V機器で

あっても電源確保が大変。給排水管も古く、

すぐ詰まります。生物科学では無菌状態での

培養が必須ですが、私の研究室ではコンタミ

ネーション※が頻発します。クリーンベンチ

で操作しても、空間に胞子が多いのか、培養

器に入れておくとカビが生えるのです。何度

か空調面の改善を試みましたが、解決できず、

仕方なく培養は共同研究先に頼んでいます。

　我慢すればなんとか過ごせるレベルですが、

無意識に活動を抑制する傾向が蓄積していま

す。もちろんできることはやってきました。

昨年度は、専攻の蓄えを投入し、研究科の支

援も得てトイレ改修を行いました。以前は用

のたびに隣の建物へ向かう構成員も少なくな

かったのです。蓄えは尽きましたが、勉強を

がんばって入学した学生に劣悪な環境で学ば

せるのは教員として忸怩たる思いです。

HIGASHIYAMA Tetsuya

東山哲也
理学系研究科教授

1 北側中庭の様子。噴水跡の水はおそらく昔から雨水で維持されているものだろうとのこと。 2 植
物が蔓延る南側中庭。右に見えるのは落下物から人を守る簡易庇。3 4ドライエリアをぐるっと囲う
防御ネット。 5 表面が剝がれ落ちた外壁の装飾部。 6 塗装が剝がれた廊下の配管。 7 閉じなくなっ
た廊下の窓を厚紙で補修。 8 カビで黒ずんだ廊下の壁。 9 361番教室（講堂）の扉。10継ぎ足された
電気メーターと11旧式の配電盤。「古すぎてブレーカーが切れたら終わりです」（東山）

東大の 現状3SOSSS

理学部2号館を救え!
老朽化が進む理学部2号館が存続の危機にあり
ます。建物の修繕・整備を行い、基礎生物学の
次の100年へバトンをつなぐためのご支援を。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt197

壁
崩
れ
床
傾
い
て
窓
閉
じ
ず 
嗚
呼
黄
昏
の
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ま

の
学
舎

※科学実験における汚染、混入

2
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2022年12月に駒場リサーチ
キャンパスの13号館に設置
された、車いす利用者のた
めの昇降機。地下につなが
る階段に設置された昇降機
は、車いす利用者が介助者
なしで乗れるように設計さ
れています。

UTokyoインクルーシブ・
キャンパス構築プロジェクト
寄付金は、物理的環境の整備、情報アクセシビ
リティの向上、進学、キャリア形成支援、「ラ
イフ」の領域に関するサポートに役立てます。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt195

安田講堂正面玄関前の「ピンコロ石」が敷き詰められ
た道。車いすやベビーカーなどにとって危険なでこ
ぼこ道を、2m幅ほど表面を削り平滑化しました。

KUMAGAYA Shinichiro

熊谷晋一郎
先端科学技術研究センター教授

多様性包摂共創センター（IncluDE）副センター長

障害に関する環境は向上
　私が東京大学に入学した1995年と比較する

と、東大の障害に関するインクルーシブネス

は飛躍的に向上しました。約30年前のキャン

パスには、使い勝手の悪い車いすトイレが数

えるほどしかなく、段差が多いために、必修

の授業が行われる教室まで辿りつけないこと

もありました。

　現在もまだ十分とは言えません。特に歴史

的建造物に関してはバリアフリー化の工事を

自由自在にすることはできないため、多くの

課題が残ります。実験室のバリアフリー化や

情報アクセシビリティなどの対策も必要です。

　それでも、ここ数十年の間にキャンパスの

環境は着実に進化してきました。制度面でも、

2004年にはバリアフリー支援室が立ち上がっ

ており、相談するとさまざまな調整をしてく

れます。2024年には男女共同参画室と統合し

て多様性包摂共創センターが創設され、複数

の軸で障壁を経験している方にも対応できる

ようになりました。　

　その一方で、文化的な側面で新たな課題が

見えてきました。私が学生だった頃は、専門

的部署がなかったために複数の教員が私の担

当になり、一緒にキャンパスを練り歩いて使

い勝手の悪さや必要なものを確認する、とい

った様々な支援をしてくれました。日常生活

では、同級生がシフトを組んで料理やトイレ、

入浴などを助けてくれました。山口から上京

しての一人暮らしでしたが、いつの間にか合

鍵が8本になり、家に帰ると常に誰かがいて

小さなコミュニティが形成されていました。

相対的に薄れた支援も
　このような、かつて私が経験したインフォ

ーマルな支援に関しては、相対的に薄れてき

ているのではないでしょうか。以前は、それ

ぞれの構成員が自分事として、障害のある学

生と向き合い、行動していたような場面にお

いて、制度化以降、「専門部署があるからそ

こにまかせよう」となってしまうことが少な

からずあるように感じています。他人事では

なく、どうやったら隣人として、仲間として、

バリアフリーの問題を皆が感じ取れるキャン

パスにしていけるのか。その文化的な障壁の

打破が新しいチャレンジの一つです。

　ただ、これは私が肌感覚で感じていること

で、本当にそうなのかを検証する必要があり

ます。海外では「climate survey」という、

組織風土を数値化する取り組みを行っている

大学があります。障害がある人にとって差別

がないキャンパスだということを定期的に調

査し、可視化しています。東大でもそのよう

な取り組みを始めようと準備しています。

　当事者が単にニーズを訴えるだけではなく、

自らがキャンパスを作る主役になり、活動し

ていく。そしてそれを大学が応援することも

大切だと思います。私の研究テーマが、困難

をもつ本人がその困難の解釈や対処法につい

て探求する「当事者研究」だということもあ

りますが、障害に限らず、様々な困難に直面

する当事者と、多くの仲間が共に手を取り合

って、キャンパスをよりよいものにしていく

文化の醸成を目指して活動したいと考えてい

ます。

東大の 現状4SOSSS
支
援
制
度
の
充
実
で
見
え
て
き
た「
文
化
」の
課
題

インクルーシブキャンパスに
なりきれていない
ここ数十年で大きく向上した東大キャンパスのインクルーシブネス。ここ数十年で大きく向上した東大キャンパスのインクルーシブネス。
2024年には多様性包摂共創センター（IncluDE）も創設され、2024年には多様性包摂共創センター（IncluDE）も創設され、
障害がある学生などへの支援の幅も広がりましたが、障害がある学生などへの支援の幅も広がりましたが、
真のインクルーシブキャンパスになるにはまだ道半ばです。真のインクルーシブキャンパスになるにはまだ道半ばです。
自身も車いすユーザーとして、自身も車いすユーザーとして、
東大で学生時代を過ごしたIncluDE副センター長の熊谷晋一郎先生に、東大で学生時代を過ごしたIncluDE副センター長の熊谷晋一郎先生に、
過去との比較、そして文化的な新たな課題について紹介してもらいます。過去との比較、そして文化的な新たな課題について紹介してもらいます。
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東大の学部学生の女子比率は20％前後で推移しています。ちなみに京大は
12752人中2872人が女子（22.5％）、阪大は15059 人中5283人が女子（35.1
％）でした（2024年度／両大ホームページより）。

※留学生を含む　出典：『東京大学の概要　資料編』

さつき会奨学金基金

#YCP×polaris共同調査

女子卒業生同窓会のさつき会では、経済的支援
を必要とする女子の受験生・学生に月額5万円
を給付する奨学金制度を実施しています。ご協
力をお待ちしています。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt24

「なぜ東大には女子が少ないのか」
https://polaris.upper.jp/YCPxpolaris.html

北極星のような道標に
　2016年発足の「東大女子キャン運営委員会」

から2020年に改称したのがpolarisです。女子

中高生にとって北極星のような道標になるこ

とを目指し、ありのままの東大女子を知って

もらう活動を続けています。メインの活動は

年2回のオリエンテーションツアー。高校生

を募って構内を案内した後、大学生活を紹介

して質問に応じるイベントを半日かけて行っ

ています。昨年8月のツアーでは本郷の教室

に50人が集まり、30人がオンライン参加しま

した。

　情報発信で力を入れているのはSNSのInsta

gramと学習者向けアプリのStudyplus、それ

からメルマガ配信です。東大生の一日や授業

の紹介、受験のアドバイス、一人暮らしの知

恵といったコンテンツを提供しています。同

じく女子高校生向けに活動しているNPO法

人ichihime（https://ichihime.org/）と合併し、

さらにパワーアップして活動する予定です。　

　なぜ東大には女子が少ないのか。この問題

について、2023年、YourChoiceProject と共

同で全国の高校2年生約4000人にアンケート

調査を実施しました。そこで見えたのは、浪

人を避ける、上京を躊躇う、資格を重視する

といった女子高校生の傾向です。親から「東

大に行くな」と明確に言われることは少なく

ても、働く姿を見たり話を聞いたりするなか

で、親のことを慮っているのだと思います。

女子のほうが自分を 
過小評価しがち
　理系分野の学力に男女差がなくても、周囲

に理系に進む女子がいなかったら、選択の段

階で理系を避けてもおかしくありません。私

自身は文理半々の高校に通い、東大に行く先

輩も結構いたので、迷いませんでした。両親

とも本来は理系志望で娘の理系進学に前向き

だったことも後押しになったかもしれません。

　高校生と話していると、なかには東大とい

う名前に身構えている子もいます。アンケー

ト調査では、女子のほうが自分を過小評価し

がちという結果が出ました。謙遜というより

は、想像上の東大とリアルな東大に乖離があ

るのだと思います。メディアで特別さが際立

つ東大生の姿を見て、それがデフォルトだと

刷り込まれて怖気づいてしまう。リアルな東

大生の姿を知ってもらうことが重要です。

　大学側に望みたいのは、一つは大学を魅力

的なものにすること。たとえ

ば学習環境の面です。建物に

よっては老朽化が目立つ場合

もあります。私がいる理学部

7号館は、お手洗いが暗く、

向かいの建物のお手洗いに行

くこともあります。女子高校

生がいいなと思う環境になれ

ば、志望者は増えると思いま

す。もう一つは、大学の魅力

を中高生に伝えること。学生

としてできる部分はやってい

るつもりですが、微力です。

もっと中高生を意識した活動

を大学側にも望みます。

　入学時には男子の多さに驚

きましたが、3年生にもなる

学生も教員も女性が
まだまだ少ない
2002年の男女共同参画推進委員会設置以降、
さまざまな取り組みを進めてきましたが、
東大構成員の男女比はいまも歪なまま。学部学生の女子比率は約21％、
教員の女性比率は約16％にとどまります（2024年度）。
少しずつ改善していますが、海外のトップ大学はもちろん、
国内の有力大学に比べても差があるのが現状。
特に理系の女性の少なさを調査している科学技術社会論の研究者と、
「女子こそ東大へ」と呼びかけて活動する団体の学生に、
各々の視点から現状への意見を述べてもらいました。

TANAKA Makoto

田中麻琴さん
学生団体polaris 前代表
http://polaris.upper.jp
理学部3年

男女別学部学生数の変遷

とそれを当たり前に感じる自分もいます。男

子も同様でしょう。環境に慣れて自分ごとで

なくなっている学生が多い。高校生はもちろ

んですが、在学生へのアプローチも重要だと

感じます。

東大の 現状5SOSSS

東
大
生
の
リ
ア
ル
な
姿
を
伝
え
て

高
校
生
が
い
い
な
と
思
え
る
環
境
を
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女子比率
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11359

2601
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男女別教員数の変遷

日本は稀な状況にある
　日本は経済的に発展した一方で、ジェンダ

ー平等が非常に低く、さらに理系女性が少な

い、世界でも稀な「外れ値」にいます。生徒

の数学、理科のスコアは世界の中でトップク

ラスです。そして日本は、首都圏と地方では

状況が大きく異なります。

　最近、47都道府県別のジェンダー指数が

発表されました。そこで私はこれを用いて、

各県ごとの戦略を考える新たな共同研究を進

めています。日本には、困難な状況にある欧

米の後を追うのではない、独自の発展が必要

です。

　日本は変われるはずです。そのためにも、

特に中学、高校の現場にダイバーシティ教育

を広げることを考えるべきでしょう。LGBTQ

の方々も理工系に少ないという研究も出てい

ます。特にこれまで男子生徒にだけかかって

いた経済的自立と理系進学への期待・魅力を、

ジェンダーにかかわらず広く推奨する必要が

あります。少子高齢化の日本では、理系人材

確保を女性人材に求めている側面もあります

が、就職等で情報系人材は圧倒的に不足して

いる現状も伝えていかねばなりません。

　東大に女性が少ない問題はジェンダー不平

等の象徴だと感じます。アメリカはもちろん、

東アジアの中国や韓国もトップ大学の女性率

思い込みが 
理系の男性イメージを強化
　私は科学技術社会論が専門です。科学者の

信頼や倫理の研究と並行し、Kavli IPMUに着

任した2017年から理系に女性が少ない理由

についても研究を始めました。特に数学や物

理学を基礎とする理工系に注目しています。

日本は理系女性率がOECDで最下位です。も

ともと理系に行きたい女性たちが周囲の反対

を受けて進学が困難であるとの声を聞いてい

たので、状況を改善したいと思っていました。

　学際的な研究者を集めたプロジェクト研究

では、ジェンダー平等やそれに関連する社会

風土に注目し、さまざまな測定を行いました。

たとえば、理系就職は男性のもの、数学は男

子のほうができるといった思い込みが、理系

の男性イメージを強化していることを発見し

ました。なかでも、優秀さは男性のものであ

る、という影響を見つけたときには、日本の

現状を深く憂慮しました。研究者は、こうし

た能力についてのジェンダーステレオタイプ

を否定しており、数学などの能力は個人差で

あると考えています。

　世界でも、理系女性の育成に多くの努力が

されています。というのも、ジェンダー平等

が達成されている一部の国では、理系に女性

割合が低い、直観に反する「STEMジェンダ

ーパラドクス」がおきているからです。

　ジェンダー平等の国では男女の数学のスコ

ア差がなくなることが知られています。フィ

ンランドやノルウェーでは、すでに国際テス

トの数学のスコアは女子生徒の方が上回って

いますが、理系女性比率は極めて低いのです。

一方で途上国では、職を得るために理工系の

女性進学率が上がると説明されます。さらに

アメリカでは、トップ大学であるカリフォルニア

YOKOYAMA Hiromi

横山広美
カブリ数物連携宇宙研究機構（Kavli IPMU）
副機構長・教授

横山先生の著書
『なぜ理系に女性が少ないのか』

（幻冬舎新書、2022年）

工科大学の学部入学率は男女

半々を達成しています。国際

比較研究では、ジェンダー平

等と経済状況の2つの要因が、

数学ステレオタイプを強化す

ることも知られていますが、

国別で背景となる状況も異な

り、まだ論争が続いています。

東大の 現状5SOSSS

Kavli IPMUが放つ
国際的ダイバーシティ推進基金
数学や物理学の女性研究者を奨学金で支援する
「呉健雄栄誉ポスドク・フェローシップ」。呉健
雄博士は「アジアのキュリー夫人」と称される
女性物理学者です。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/157

な
ぜ
理
系
に
女
性
が
少
な
い
の
か
？

ヒ
ン
ト
は
国
際
比
較
と
中
等
教
育
に
あ
り

教授で見ると、2015年度は1292人中71人が女性（5.5％）だったのが、
2024年度には1349人中142人が女性（10.5％）に。研究科長・学部長を
務める女性の少なさも課題に挙げられます。

※教授、准教授、講師、助教、助手の合計数（特任教員を除く） 出典：『東京大学の概要 資料編』

はほぼ半々。ただ理系は

十分ではありません。世

界と連帯して日本からも

よい改革案を出していき

たいと考えています。

3406人21

3403人20

3376人17

3333人16

3336人15

3368人13

3347人13

3350人13

3353人11

3312人10

212015年度

2017年度

2019年度

2021年度

2023年度

2016年度

2018年度

2020年度

2022年度

2024年度

240
1143

44
233

106
788

2023544115
1131234806

2025045112
1117231829

1924350107
1090236815

1824745120
1063241836

1724542138
1070240855

1725445144
1057242840

1625146150
1043246817

1624854162
1061243824

1625656172
1040244811

1221

1212
71
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1182
86
1176
100
1181
97
1190
108
1195
109
1231
124
1214
136
1207
142

482人

487人

513人

519人

527人

550人

569人

587人

616人

642人

男性 ●教授 ● 准教授 ●講師●助教 ●助手　女性 ●教授 ● 准教授 ●講師●助教 ●助手
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グローバルキャンパスへの
進化が道半ば
東大で学ぶ留学生は2015年の3,062人から2024年には5,104人まで増加しました。
総数だけ見ると、留学生の獲得は順調に伸びているように見えますが、
その内訳を見てみると課題が見えてきます。
世界のトップ大学間での優秀な学生獲得競争が激しくなるなか、東大は何をすべきなのか。
グローバル教育センターのセンター長を務める矢口祐人先生と、
アフリカ留学生会代表を務めるLandry B. Kassaさんに
問題点を指摘してもらいます。

の留学生獲得は重要です。

　一方で、半年や1年という期間東大で学ぶ

全学交換留学制度は非常に人気があります。

協定を結んで欲しいという大学が世界中にあ

ります。全学交換留学の協定校は現在87。

これをさらに増やしていきたいと考えていま

す。特にインドや南アフリカなどの「グロー

バルサウス」と呼ばれる新興国・途上国に広

げていこうと取り組んでいます。

　交換留学で東大に来る学生のためにも英語

で行われる授業を増やしていかなくてはなり

ません。グローバル教育センターでもSDGs

について留学生と共に英語で学ぶ「グローバ

ル教養科目」を2024年度は70科目近く提供

しました。これはすべての後期課程・大学院

生が受講できます。

　交換留学制度は「交換」なので、東大から

も海外の大学に留学してもらう必要がありま

す。ただ、それが簡単ではありません。多く

の必修や通年授業があるために留学すること

で単位を取得できなかったり、就職活動の機

会も失ってしまうなど、ここにも複合的な理

由があります。最近行った留学する学生への

アンケートによると、約半数が留学する時点

で留年が確定していました。さらに33％が

留年する予定だと回答しました。つまり標準

年限で卒業できる状態で留学する学生はおよ

そ5人に1人ということです。学生の背中を

押してあげるような環境を大学が作らなくて

はいけません。教育をグローバルにすれば、

海外の大学と競争するために教育内容も、教

育の仕方も変わり、それが大学を豊かにして

世界中から多様な留学生を
　多様な背景を持つ学生が様々な意見や価値

を交差させる環境は、優れた教育と研究に不

可欠です。確かに大学全体でみると、東大の

留学生は増えています。しかし現状は中国か

らの優秀な学生の増加に支えられており、他

の地域の出身者は横ばいか減少傾向にありま

す。もっと多様な留学生に来てもらうキャン

パス作りが不可欠です。

　例えばアジア圏。過去10年間のデータに

よると、韓国からの留学生は486人→369人

に減少、台湾は149人→179人とほぼ横ばい。

約2億8千万人の人口を抱えるインドネシア

からは61人→105人と増加していますが、イ

ンドネシアから海外留学する人が急増してい

ることを考えると非常に少ないです。そして

海外で学んでいる学生が130万人といわれる

人口世界一のインドからは68人→82人とほ

ぼ横ばいです。

　世界中の大学が優秀な学生を獲得しようと

しています。特に人口が多い国についてはマ

ーケットとして見ていて、学生獲得のために

懸命なリクルート活動を展開しています。ア

メリカのトップ大学などでは、優秀な留学生

に対しては手厚い金銭的サポートを提供しま

すし、卒業後に社会に残って活躍する機会も

それなりにあります。東大や日本社会はまだ

そこまでの状況を作ることができていません。

ほかにも、例えばインドであれば、アメリカ

やイギリスに移民コミュニティがあり留学先

として考えやすい土台がすでにあるなど、複

合的な理由で東大は苦戦してます。

学部に通う留学生は 
ほとんど増えていない
　もう一つの課題が、学部の留学生はほとん

YAGUCHI Yujin

矢口祐人
総合文化研究科教授・
グローバル教育センター（GlobE）センター長

ど増えていないという点です。

課題のひとつは言語です。日

本で育っていなければ、大学

教育を日本語で学べる人は事

実上ほとんどいません。国外

からの学生を増やすためには、

英語で学べるプログラムを充

実させていかなければなりま

せん。学部で学ぶ留学生を増

やせれば、そのまま大学院に

進学する人もさらに増えるで

しょう。その意味でも学部で

　矢口先生の著書
　『なぜ東大は男だらけなのか』

（集英社新書 2024年）

国別留学生数

外国へ留学している学生数

東大の 現状6SOSSS

Go Global 奨学基金
数週間の短期留学プログラムや、1年以内の中
長期留学など、海外に飛び立つ学生を経済的に
支援します。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt19

も
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いく。大学全体としてそ

ういった意識を醸成して

いく必要があると思って

います。
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Landry B. Kassaさん
農学生命科学研究科

International Program in 
Agricultural Development Studies (IPADS)

博士課程3年
　UTokyo African Students Union 代表 

英語の情報が少なく、 
あっても分かりにくい
　UTokyo African Students Unionは、約1

年半前に発足したまだ若い組織です。現在の

メンバーは20名。イベントなどを開催して

アフリカの文化を紹介したり、ネットワーキ

ングを行ったりしています。日本への留学に

興味を持ってもらえるような、アフリカの学

生への働きかけもしていきたいです。

　なぜ東大にアフリカからの留学生が少ない

のか。アフリカと言っても、国によって話す

言語も日本との関係の深さも違うので一概に

は言えませんが、一つ言えることは、日本へ

の留学、そして東大に関する情報の少なさで

す。日本に留学したいという意思を持って、

自ら探しにいかない限り情報は手に入りませ

ん。私は、日本への留学に関するポスターさ

え目にしたことはありません。東大に関する

英語の情報も少なく、あったとしても非常に

分かりにくいことが多い。研究したいプログ

ラムは英語で学べるのか日本語力が必要なの

か、そこさえも明確でないことないことがあ

ります。

　私はベナン出身です。私が農学生命科学研

究科に入学した2018年には、私を含めて3人

のベナン人がいましたが、現在は私一人にな

りました。ベナンから日本に留学する人は非

常に少ないのが現状です。留学先として圧倒

多くの人が留学する馴染みのある国ではなく、

まったく違う環境を経験したいと思いました。

都市にある大学で学びたかったので、ネット

で東京の大学を検索したところ最初に出てき

たのが東京大学でした。さらに調べていくと、

私が研究したい農業経済のプログラムもあり

ました。奨学金や大学の情報を得るために、

在ベナン日本国大使館に行き、様々なプロセ

スを経て東大に留学することができました。

現在は櫻井武司教授の研究室で、サハラ以南

のアフリカにおける農業のデジタル化につい

て研究しています。

交換留学協定強化の意義
　アフリカでの東大の露出を増やしていく一

つの手段として、アフリカの大学との交換留

学協定を増やしてほしいです。アフリカから

日本へ留学する人が増えるだけでなく、東大

生がアフリカの大学のキャンパスにいること

で、東大の存在を知ってもらえます。知り合

いから直接話を聞く口コミのパワーは侮れま

せん。実際私が日本に留学してから、数人の

ベナンの友人が日本の大学に留学しました。

また英語のプログラムも増やして欲しい。今

もたくさんありますが、研究内容によっては

日本語力がないと難しい場合があります。

　東大での経験は非常にインパクトがあるも

ので、目が開かれました。東大に来る前と後

の自分は別人だと思うほどです。様々な文化

や考え、ものの見方に接することで、世界が

広がり自分自身の可能性も広がりました。ア

フリカには意欲のある学生はたくさんいます。

そこに情報さえ届けば東大に目を向ける人は

増えると思っています。

的に多いのが、同じフランス

語圏のフランス、ベルギー、

カナダなど。留学先として日

本を選ぶ人は私の周りにもい

ませんでした。背景の一つが、

日本はあまり馴染みのない国

だということ。日本企業など

も少なく日常生活で日本に触

れる機会がありません。

　私の場合は日本に関心があ

ったので、自ら留学情報を探

しにいきました。きっかけは

日本のアニメ。『ワンピース』

や『ドラゴンボール』といっ

た作品が好きで、日本に行き

たいと思っていました。また、

中国からの留学生は2015年度
の1268人から2024年度3396
人へと10年間で約2.5倍に増え
ました。一方で、他のアジア
諸国からの留学生は減少か横
ばい。アメリカからの留学生
も少ないままです。

2024年度の学生全体に占める留学生の割合は、大学
院で約30％ですが、学部になるとわずか2％です。

学部 大学院

留学生数

東大の 現状6SOSSS

外国人留学生支援基金
留学生に経済的支援を行います。基金は奨学金
の給付、事故や病気の際の見舞金、災害時など
の一時金貸与などに役立てられます。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt02

東
大
も
日
本
も
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報
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な
い

2020年 2024年2023年2022年2021年

2024年

●学生（男性）
●学生（女性）
●留学生（男性）
●留学生（女性）

●中国
●韓国
●台湾
●タイ
●インド
●インドネシア
●アメリカ

11097
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2755

116 1799

10640

43763013

15016人
合計

14110人
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合計

4554人
合計
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3036 3232 3396
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87
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4194人
4283人

4624人 4968人 5104人

（2024年5月1日時点）
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と思うことも多いようです。しかし、高校生

と学習計画などを考えると、これならできる

かもしれないと思ってもらえます。真の東大

生の姿・東大の魅力を知ってもらうことが重

要です。実際に話してみれば東大生も同じよ

うな悩みを抱えていたとわかり、自分も目指

せる大学だと思えるはずです。

　上京して東大に進学するメリットに気づか

ない場合も多いようです。たとえば明確に就

きたい職業があるなら、入学してからの1年

半～2年を教養学部で過ごす必要はないと思

うのかもしれません。でも、将来の道が決ま

っていても、教養学部の1年半は重要だと思

います。やりたいことが決まっていた私にと

っても、その分野に関わらず環境問題や社会

問題を多方面から学べたのは非常に重要で、

今後の道筋を決める1年半にしようと思って

地方の高校生を招いて案内
　「地方の高校生に、追い風を」を理念に団

体が発足してから16年になります。東北出

身の先輩が都会と地方との教育格差を感じて

立ち上げました。地方出身者が多いですが、

首都圏の出身者も2割ほどいます。自分の体

験談を伝えることで地方の高校生に自分の可

能性に気付いてもらおうと活動しています。　

　活動の中心となる東大ツアーでは、地方の

高校生を招き、キャンパスを巡りながらメン

バーが日常や学部の紹介をします。ワークシ

ョップでは、一緒に自分に合った学習計画を

考えたり、シラバスを見て入学後の履修スケ

ジュールを考えたり。7つの班に分かれて年

に50校程度の高校生に企画を実施していま

す。複数の高校と合同企画を行ったり、地方

の高校に出張したりすることもあります。　　

　地方からの東大進学がなぜ増えないのか。

東大を選択肢に入れるには何かしら情報が必

要ですが、それが少ないと経験や活動を通じ

て思います。私は大阪の女子校出身で、先生

方の充実したサポートのお陰で合格できたと

言っても過言ではありません。しかし、近隣

大学や医学部に比べ東大の入試や大学全般に

関する情報に接する機会は限られており、自

分から積極的に探さないと得られない状態だ

ったと周囲の東大生と比較して気付きました。

　私は当初、実家から通える関西の大学を検

討しました。大阪大学の高校生向けプログラ

ムに参加していた頃、興味がある微生物に関

するキーワードを検索したら、東大農学部の

研究室がヒットしました。そのホームページ

のトップに書かれていた文章が、自分が微生

物に抱いていた思いと完全に一致していて、

衝撃を受けたんです。それを機にパンフを取

り寄せてさらに調べ、過去問など入試形態も

比較しながら東大に決めました。微生物以外

にも幅広く学びたかった自分に教養学部前期

課程のある東大が合っているとも思いました。

地方に情報が届いていない
　地方の高校生に、東大生のリアルな姿は届

いていません。テレビで見る東大生の印象か

らか、過度に神格化し、手が届かない大学だ

関東ローカルの大学になりつつある
「世界の誰もが来たくなる」はもちろん「日本の誰もが来たくなる」を含みます。
しかし、この15年を振り返ると、東京を含む関東からの入学者が増え、
関東以外からの入学者は減っているのが現状。先入観のせい？ 物価高のせい？ 
それとも大学の発信不足のせい？ 2009年から地方の高校生に追い風を吹かせてきた
学生団体の渉外部長に、現場から見えた理由の一端を教えてもらいました。

HIURA Momone

日浦萌々音さん
FairWind 渉外部長

教養学部理科二類2年
https://fairwind-ut.com

東大にした選択に間違いはありませんでした。

　FairWindの知名度はまだまだです。いま

のところFairWindを知る高校への企画がメ

インですが、もっと多くの高校生に広げたい

です。進学選択に加え、理系でも文系のアプ

ローチが試せるとか、同じ研究テーマでも選

べる学部が複数あるとか、学問の多様性も東

大の魅力だと感じます。その点を全国の高校

生に伝えつつ、東大以外の選択肢を含め視野

を広げてもらいたいと思います。

一般選抜の合格者に占める
関東出身者の割合は47％
から59％へとこの15年で
12ポイント上昇しています。
東京だけで見ると29％か
ら34％と5ポイントの上昇
にとどまっています。

 ※一般選抜（前期日程試験）
出身校所在別合格者数

2009年度 2024年度

FairWindコラム集 https://fairwind-ut.com/article/
日浦さんをはじめとするメンバーが
体験談や学習法を綴る記事が満載

東大の 現状7SOSSS

修学支援事業基金
地方出身者に限らず、経済的な理由で修学に困
難がある学生を対象とする基金で、学費や寄宿
料を免除する事業などに役立てられています。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt83
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GENDA Yuji

玄田有史
社会科学研究所教授

体験活動WG座長

2012年から続く体験型教育
　全学の教育プログラムとして、体験型活動

を提供しています。もともとはグローバルリ

ーダーになるために不可欠な、幅広い視野や

多様な経験をしてほしいと2012年に「体験

活動プログラム」ができたのが始まりです。

数週間から数か月間、ボランティアや国際交

流、地域体験をするプログラムです。翌年に

は1年間休学して学生自らが考えた社会体験

活動を行う「FLY Program」を開始。2017

年には、1年かけて地方自治体が抱える課題

解決の糸口を探る「フィールドスタディ型政

策協働プログラム（FS）」も加わりました。

　東大生は頭でっかちで体験が足りないとい

う通念があると思います。実際には様々な学

生がいるので一概には言えませんが、聡明で、

いろいろなことを考えるのが得意だけど、い

かんせんそれが体験に基づいていないという

弱さがあるのではないでしょうか。これらの

体験型プログラムを立ち上げた背景には、そ

ういった学生の体験の足りなさと、機会を提

供したいという教員たちの積極的な気持ちが

あると感じています。実際に足を運んで景色

を見て、空気を吸い、匂いを嗅ぎ、食べ物を

味わう。そういった五感で感じることが様々

な研究にとって大事だと実感している研究者

が東大には多いのです。　

　学生からの潜在的なニーズも強いです。東

大生のおよそ6割は東京近郊出身。地方に行

ったことがないとか、東京圏を出たことがな

いという人もいて、だからこそ世の中のこと

を知りたいと強く思っている。人口減少や過

疎、地域の疲弊といったことは言葉では知っ

ているけど、知らないまま喋っていることへ

の不安感のようなものがあり、その空白を埋

めたいと考えているのではないでしょうか。

ノイズが多いネット情報
　今はネットで検索すればすぐに情報を入手

できる時代です。しかし、そういう情報には

ノイズ（雑音）が多い。ノイズが一番少ない

情報は「ウィークタイズ」という緩やかな絆

だということを1970年代にアメリカの社会

学者マーク・グラノヴェッターが提唱してい

ます。親友や家族などの強い絆よりも、違う

成功体験や失敗経験を持つ、たまにしか会わ

ないような緩いつながりの人からのほうが有

益な情報が得られるという説です。信頼関係

を築き、ゆるく付き合うなかで、頭のなかに

パッとビックリマークが浮かぶ。研究者の場

合、それが新しい研究テーマにつながったり、

学生であれば、こういう仕事をしたいといっ

た選択につながります。体験型活動はこのウ

ィークタイズを築ける機会です。

　例えば、FSプログラムでは、学生は数日間、

複数回現地滞在し、その地域の課題を調査し、

知見のある学内の研究者など

の支援を仰ぎながら、解決に

至る道筋の提案につなげてい

きます。地域の人たちと一緒

に悩み、奔走させてもらい、

ゆるく付き合っていくなかで、

そういった気づきを得られる

のではないでしょうか。すぐ

には分からないかもしれませ

んが、数年後に意味が分かっ

たりするのです。

　個人的な意見ですが、体験

活動をとおして何かができた

ではなく悶々としてほしい。

頭でっかちが多いと思われがち
東大生は、頭がいいけどひ弱だとか、
頭でっかちで理屈っぽいといった印象を持たれがちです。
学生の側にも、得た知識が実体験に基づいていないという
コンプレックスがあるかもしれません。
そうした空白を埋めるような多様な経験ができるのが、
体験型の教育プログラムです。
実際に自分の五感で感じることの大切さ、
そして違う環境にいる人たちと交わることで得られる気づきなどについて、
体験型活動ワーキンググループ（WG）の座長を務める
玄田有史先生に聞きました。

岩手県大槌町で震災の影響
や復興について学ぶ体験活
動プログラムより。住民の
人たちと交流し、座禅や薪
割りなども体験しました。

宮崎県諸塚村で農
林業ビジネス・イ
ンターンシップ活
動に取り組む学生。

青森県深浦町での農
業・農村体験。雑草取
りから農作物の収穫な
どを体験します。

東大の 現状8SOSSS

体験型活動支援基金
実社会で多様な考え方や文化などを学ぶ体験プ
ログラムの運営には資金が必要です。次世代を
担う人材を育成する試みをご支援ください。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt84
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地団駄踏んで欲しい。できなかったことに対

する悔しさを感じて欲しい。大きな壁があっ

たけどうっすらと何かが見えた、ということ

が重要だと思います。体験することはスター

トでしかないわけで、そこからいろいろなこ

とを長い人生をかけて考えてもらうことが大

事だと考えます。
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SAKAI Shuichi

坂井修一
附属図書館長・副学長図書館施設の開館時間が短くなっている

3つの拠点図書館（総合・駒場・柏）と27の部局図書館・室が一体となって
大学の知的基盤を支えているのが、東京大学附属図書館です。
昨年度、日本の大学として初めて蔵書数1000万冊を突破した図書館ですが、
様々な要素が重なり、近年は財政難の問題を抱えているのも事実。
昨今の図書館事情を解説し、広く支援を呼びかけているのは、
附属図書館長を務める坂井修一先生です。

何とかしようと学術出版社と交渉し数億円を

節約しましたが、今後も維持できるかは不透

明です。また、学術資産のデジタル化のため

の予算は全盛期の1/4程度。附属図書館とし

て発信すべきことが十分にできなくなりつつ

あります。

　附属図書館長として温めている構想があり

ます。未来の新しい図書館としてデジタル図

書館を構築し、多様な学問分野の各々に適し

た図書館機能のインタフェースを提供したい

のです。いわば分野別メタバース図書館。た

とえば生物学ならタンパク質の高次構造が三

次元で示せるとか、古典の分野なら古代エジ

プトの象形文字が書かれた石碑の画像や発掘

現場の動画まで見られるとか……。東大創立

150周年にあたる2027年までにプロトタイ

プを示すべく、学内のVRやAIの専門家たち

教育でも国際競争が熾烈
　附属図書館は図書や雑誌、電子ジャーナル

などの整備や学習環境の提供といった従来か

らの役割を担うとともに、現代の教育・研究

に不可欠なDXにも取り組んでいます。本学

は研究だけでなく教育の面でも国際競争に晒

されています。DXが進む世界の大学との競

争の中で高水準の教育を提供する必要があり、

附属図書館もその一翼を担っています。

　例えば、学術機関リポジトリ「UTokyo 

Repository」を整備し、本学で生産された多

様な学術成果をオープンアクセス（OA）と

して世界に発信しています。また、本学が所

蔵する膨大な学術資産をデジタル化し、「東

京大学デジタルアーカイブポータル」で公開

する事業を進めています。このポータルサイ

トでは附属図書館の貴重書のほか、博物館・

文書館や各部局が擁する学術資産の画像を見

ることができ、本学の魅力を発信しています。

　しかし、昨今は図書館の財政が圧迫されて

います。理由の一つは運営費交付金の減少で

す。本学への交付金額が減れば各部局への配

分も減ります。図書館も例外ではありません。

また、諸経費の高騰も大きな理由です。ご存

じのように円安が進み、物価や光熱費、人件

費なども上がっています。

　附属図書館では特に円安の影響が大きく、

為替レートが100円から150円になれば外国

の図書や雑誌の購入費は1.5倍になります。

その影響もあり、電子ジャーナル等の電子資

料にかかる費用がこの9年間で2倍以上に増

えています。また、多くの学生がグループ学

習やディスカッションに利用する総合図書館

別館ライブラリープラザ（LP）は、光熱費

と人件費の高騰のため、開館時間を減らすと

いう苦渋の決断をしました。開館時間を元に

戻すには年間500万円程度の追加費用が必要

です。

高額の論文掲載料に苦慮
　DX推進のための経費も増加しています。

2023年にG7が学術論文のOA化を推進する

声明を出し、日本でも2025年度から公的な

とチームを組んで意見を出し合っています。

異分野の研究者が集まって話しているとヒン

トがどんどん出てきます。そういう場として

も図書館が機能したら最高です。LPは円形

なので、異分野の人たちが円卓の騎士のよう

に闊達に話すのには最適な場かもしれません。

　目指すのは、東大の教育力をトップ水準に

維持するための知の基盤となる図書館。皆様

のご支援をお願いいたします。

東大の 現状9SOSSS

東京大学附属図書館
支援プロジェクト
世界水準の教育研究を支える図書館を発展させ
るためのご支援を。ご寄付額に応じ、銘板設置
や特別利用証などの特典があります。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt123
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総合図書館本館の閲覧室では、いただいたご寄付を
活用し、歴史のある大机を補修して大事に使ってい
ます。

研究助成を受けた論文は原則としてOA化す

ることになっています。OA化の手段として

UTokyo Repositoryで公開するほか、学術雑

誌に論文掲載料（APC）を支払ってOAで掲

載する方法もあります。しかしAPCも高額に

なっており、たとえばNature誌のAPCの目

安は1論文で約190万円。そういった費用を
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1937年竣工の東大球場。観覧席やダッグアウトなど
が2010年に文化庁登録有形文化財となりましたが、
内部は老朽化が進んでいます。

硬式野球部が勝ち点まであと少し!
東大硬式野球部は1919年の創部。1946年春に2位となり、
1981年春には6勝を挙げて「赤門旋風」と呼ばれましたが、その後低迷。
1997年秋以降は最下位が続き、94連敗の連盟記録を作ったほど。
2017年秋以降は勝ち点から見放されています。
しかし、2024年秋、一筋の光明が差しました。久々にシーズン2勝を記録したのです。
3年生で初勝利を挙げ、新年度に一層の活躍が期待される渡辺向輝投手が、
昨季の概略と現在の課題、来季への展望を語ります。

WATANABE Koki

渡辺向輝さん
硬式野球部
農学部3年

海城高校出身。右投げ右打ち。趣
味はピアノ。好きな応援歌は「闘
魂は」。父・俊介さんは元ロッテ
の「ミスターサブマリン」。

「打者は直球だと思って振る
けど、球が微妙に変化してい
る分、芯から外れるという思
いで投げています」（渡辺）

他大に劣る環境での練習
―10月13日の法政戦で初勝利を飾りました。

　自分の調子は悪くて、走者を出しながら運

良く失点を抑えた感じです。勉強しながら野

球に打ち込んできたのが報われて、泣きそう

になりました。サヨナラ打を放った門田涼平

選手には「マジでありがとう」と言いました。

―10月26日の立教戦は悔しい試合でした。

　0-1から9回表に逆転して9回裏2死まで順

調に進みましたが、四球を与えて5番打者を

迎えました。1球目は高めのボール。2球目、

ストライクを取りにいったシンカーが落ちず、

サヨナラ本塁打を打たれました。相手が振り

始めた瞬間、まずいと思いました。立教戦を

含め、いい試合をしているのに勝ちを逃すこ

とが多かったです。

―勝ち点に向けて足りないことは？

　自分に関しては、中一日で投げる体力が足

りないです。土曜と月曜に投げて勝ちたいの

で、150球の投げ込み練習を中一日で反復し

ます。チームに関しては、打力が全く足りま

せん。現状、東大の練習環境は他大に比べる

と劣ります。他大は球場全体を照らす設備が

ありますが、東大で照明があるのは室内練習

場だけ。外野の人工芝や打撃練習マシンが修

理の時期をすぎましたが、予算不足で対応で

きません。投球練習場が足りないのも課題で

す。外野で投げていますが、打撃練習の球が

飛んできて危険なので、投手力強化の妨げに

なります。指導者の面でも東大はOBのつな

がりが弱いと感じます。

―来季は最上級生として迎えます。

　やり方次第で戦えることを後輩に見せてい

きます。設備や体格や才能で劣っても、工夫

すれば戦えるはず。自分の身長は167cmで、

しい動作をする相手に対してこそ平均を予測

すると気づき、正しい動作を意識するように

してから、結果が出るようになりました。　

来季のテーマは「逆襲」
―来季の野球部の見どころは？

　スローガンは「逆襲」です。負けるのが当

然と思われている現状を跳ね返そうというこ

と。主将の杉浦海大選手を中心に、徹底的に

勝ちにこだわろうと話しています。勝利につ

ながることを理詰めで考え、なりふりかまわ

ず実行します。野手で注目は副将の酒井捷選

手です。2年生で大学日本代表候補に選ばれ

た実力者ですが、昨季は調子を崩してしまっ

たので、復活に期待です。勝ち点を得るには

自分が5勝しないといけないでしょう。応援

してくれる皆さんに何としてでも応えます。

六大学の投手ではたぶん最小

だけど十分やれるぞ、と。自

分は常に平均から外れること

を意識しています。打者が予

測するのは平均値の軌道や速

度でそれ以外の球には対応し

にくい。小さくても平均でな

い部分を出すことは可能です。

―高校までは上手投げだ

ったとか。

　大学に入って、上から投げ

ていても普通の投手で終わる

ぞと当時の主将に言われたの

を機に、下手投げに専念しま

した。六大学に下手投げは見

当たらないので、平均を外す

ならアリだな、と。伸び悩み

期もありましたが、打者は正

施設老朽化や活動費に苦しむ運動部が多数
硬式野球部のほか、漕艇部、応援部、ラグビー部、洋弓部、ラクロス部、体操部、アメフト部、陸上運動部、ス
キー部、バドミントン部、総務部、スケート部、軟式庭球部、バレーボール部、ア式蹴球部、ヨット部、柔道部、
射撃部、ホッケー部、軟式野球部、空手部、庭球部、B&W部、準硬式野球部、自転車部、卓球部、少林寺拳法部、
剣道部、弓術部、合気道部も東大基金プロジェクトを立ち上げて支援を募っています。御殿下記念館、農学部グ
ラウンド、戸田寮、山中寮と、東大スポーツ振興と、部を特定しない基金プロジェクトもあります。
https://x.gd/Hf4cG

東大の 現状10SOSSS

硬式野球部支援基金
東京六大学野球連盟の一員として勝ち点を目指
すには相応の設備が必要です。神宮の杜で淡青
のユニフォームが戦い続けるためにご支援を！
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt25
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IWATSUBO Takeshi

岩坪 威
医学系研究科教授

神経病理学

認知症の患者が増えている

日本の課題に立ち向かう東大人たち

認知症の6割以上を占めるアルツハイマー型認知症。
認知症発症の前段階で治療を行うことで、その進行を遅らせられる可能性が出てきました。
アルツハイマー病の基礎的、臨床的研究に長年取り組んできた医学系研究科の岩坪威先生に
2023年に登場した新薬、そして無症状の人たちを対象にした
研究などについて紹介してもらいます。

ここからは日本が直面する課題に関わる研究を進めている7人の東大人の取り組みを紹介します。

とした臨床試験では、プラセボと比較して認

知機能の低下を27%軽減しました。今まで押

しても引いても動かなかったアルツハイマー

の経過を遅らせることができることが、数字

として表れました。大きな第一歩です。

無症状の人を対象にした研究
　 アルツハイマー病は20年くらいの長い期間

をかけて生じる疾患です。少しでも症状が出

てしまった頃には、脳の病変が相当に進んで

いるため、治療をしても最大の効果が得られ

ない可能性があります。無症状の時期に発見

することが非常に重要です。この無症状の人

たちを対象にした「J-TRC研究」も5年前から

行っています。健康な50～85歳のボランティ

アの方々を追跡する研究です。一部の方には

PET（陽電子放出断層撮影）検査や採血を行い、

経過を観察し、治験の情報を提供していくと

いうアカデミアにしかできない研究です。こ

れまで約1万4500人の方がウェブ研究に登録

してくれました。ご自身の認知機能に興味の

認知症の進行を 
遅らせる新薬の登場
　高齢化の進展に伴い認知症患者数は増加し

ています。昨年公表された推計によると、国

内の認知症患者数はおよそ450万人。認知症

の前段階にあたる軽度認知障害（MCI）の患

者数は550万人。合計で1000万人時代に突入

しているということです。今後も増加傾向が

続くと予測され、日本が抱える大きな社会課

題の一つです。

　神経病理学を専門とする私の研究室では、

認知症の原因疾患のなかでも一番多いアルツ

ハイマー病の研究を行ってきました。基礎研

究で発症メカニズムを明らかにして創薬につ

なげたり、病院でヒトを対象とする臨床研究

も行っています。2023年に日本で承認された、

新薬「レカネマブ」抗体薬の臨床試験にも携

わりました。アルツハイマー病の進行を遅ら

せるための初めての治療薬です。

　アルツハイマー病患者の脳では、発症する

10年以上前からアミロイドベータ（Aβ）が

蓄積し、その後タウというたんぱく質がたま

るのと並行して神経細胞が抜け落ちていきま

す。脳は巨大なコンピューターのようなもの

で、神経細胞が多少抜け落ちても余力で補え

るため、当初は症状がほとんど出ません。し

かし、かなりの数が抜け落ちると記憶障害な

どの症状が起こります。進行の過程で、一番

早い変化だと考えられているAβの産生を抑

える、あるいはできたものを取り除くことが

アルツハイマー病の予防・治療法の戦略とな

ってきました。

　2023年12月から保険適用となったレカネマ

ブは、脳の中に溜まっているAβと結合しま

す。すると、ミクログリアという「掃除屋」

の細胞が出てきて、目印がついたアミロイド

をバリバリと食べていきます。MCIと軽度認

知症の「早期アルツハイマー病」の人を対象

ある方はぜひホームページをご訪問ください

（https://www.j-trc.org）。

　レカネマブに続き、2024年にはアルツハイ

マー治療薬「ドナネマブ」も承認されました。

認知症の治療は難しい課題です。しかしこう

して、新しい薬が出てくることで関心が集ま

り、さらなる研究に必要な資金も集まり、研

究が加速されるようになってほしいと思って

います。がんの治療も最初は生存期間が数か

月延びたというところから始まりました。認

知症も今後より効力のある治療法が開発され

ることで、今までよりも良い状態で生活でき

る期間がさらに長くなることを願っています。

日本の 課題1SOSSS

認知症・アルツハイマー病
の予防・治療に向けた研究基金
基金の使い道は、発症メカニズムを探る基礎研
究や治療法を確立するための臨床研究など。認
知症の症状発現や進行抑制を目指しています。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt151

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
基
礎
的・

臨
床
的
研
究
を
治
療
に
つ
な
げ
る

アミロイドPETスキャンの画像 神経原線維変化（タウ）
細胞死の原因

老人斑（Aβ）
アルツハイマー病の原因

PETでスキャンした脳内の画像。Aβが
蓄積していると、赤やオレンジに写る範
囲が多くなります。 

「タウ」タンパク質からな
る「神経原線維変化」。
変性する神経細胞の中に
たまっていきます。

タンパク質「Aβ」から
なる「老人斑」。アルツ
ハイマー病の脳では、A
βが神経細胞の外の隙間
にたまっていきます。

健常者
アミロイド陰性

軽度認知障害
アミロイド陽性

健常者アミロイド陽性
（＝プレクリニカルAD）

アルツハイマー型認知症
アミロイド陽性
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OKABE Toru H.

岡部 徹
生産技術研究所教授

循環資源工学
資源安全保障の危機に晒されている
金属材料は現代の生活に欠かせません。パソコンもスマホも自動車も金属なしには
成り立ちません。しかし、資源に恵まれない日本ではそのほとんどが輸入頼み。
国際情勢の変化で供給が滞る危機に晒される日本が進むべきは、
リサイクルと新たな金属材料の開発ではないか。
レアメタルや貴金属の精錬とリサイクルの研究に
30年以上取り組んできた岡部徹先生が、
研究と若手支援の重要さを訴えます。

日本は貴金属再利用大国
　自動車の排出ガス浄化触媒に欠かせないの

は貴金属の白金（Pt）やパラジウム（Pd）など

です。白金に有害ガスが吸着すると無害化さ

れます。白金自身は変化も摩耗もせずに触媒

として化学反応を誘因します。日本は世界中

の廃車から排ガス浄化触媒を集め、白金をリ

サイクルしています。電子機器のプリント基

板には多様な金属が含まれますが、一番価値

があるのは金（Au）です。金属は酸化すると

電気が通りにくくなるので、接触部には酸化

しない金がメッキされています。日本は基板

を世界中から集めて金や銅（Cu）を回収して

きました。排ガス触媒や基板など廃品からの

貴金属リサイクル技術が世界一の水準にある

のが日本です。資源が乏しいからこそ技術が

進みました。

　ただ、いろいろな物質が混ざったなかから

貴金属を取り出すには困難が伴います。化学

的に安定していて変化しにくいのが貴金属で

す。たとえば基板から金を取り出すには、青

酸ナトリウムや水銀に溶かすと簡単ですが、

環境を破壊することがあります。一般的な酸

を用いて溶かす場合、ほかの物質が先に溶け

て多量の有害廃液が生じ、金は最後に溶けま

す。最初に金を溶かす技術や有害物質を出さ

ずに溶かす技術があれば、環境負荷が小さく

なります。私は環境負荷もコストも時間もか

けずに貴金属を取り出すやり方を研究してき

ました。簡単にいえば、高温で特殊な蒸気を

使って金属を溶けやすくする方法です。長年

の貴金属リサイクル研究が認められ、2023

年に紫綬褒章をいただきました。

チタンをコモンメタルに
　もう一つの柱はチタン（Ti）です。私は学生

時代を京都大学の熊野寮で過ごし、授業に出

ずに旅とバイトとバイク三昧。成績が悪くて

一番不人気な研究室に自動的に配属され、師

匠の小野勝敏先生から与えられたテーマがチ

タンの製錬でした。地殻中で9番目に多い元

素で、日本の砂にも含まれます。ただ、酸化

物の状態で存在するため、酸素を取り除く必

要があるのが難点。私の研究室では、1700

度の高温下でイットリウム（Y）やセリウム

（Ce）などの希土類金属を用いればうまく脱

酸できると気づき、効率よく低酸素濃度のチ

タンを製造する新技術を開発し、 昨年 

Nature Communications誌で発表しました。

　チタンは強くて軽くて錆びないのが特徴で、

重さあたりの強度は金属材料で最大。航空、

宇宙、深海など、特に強度が必要な分野で重

宝されています。足回りからエンジンまで、

航空機のボーイング787は重量の約14%がチ

タン合金です。 羽田空港のD滑走路には

1000tものチタンが使われています。建築で

も需要が高く、潜在能力が高い金属ですが、

1t作るのに100万円以上かかります。1t作る

のに数万円の鉄鋼とは雲泥の差。チタンは、

生産量が少ないため、今はレアメタルですが、

将来、アルミニウム（Al）のように普及させて

コモンメタルに変えるのが私の夢です。

　非鉄金属製錬の分野は、学生人気が今も昔

も低く、研究に取り組む人材が減っています。

3Kのイメージがあるのか、本人が希望して

も家族が反対するほど……。そんな現状に危

機感を覚えて始めたのが、貴金属研究・若手

育成支援基金です。資源に恵まれない私たち

の国の未来がかかっています。

白金が含まれる自動車排ガス浄化触媒と、チタン
の原料となる鉱石（酸化チタン）。チタンの名の
由来はギリシャ神話の巨人神タイタンです。

酸化チタン（TiO2）からチタンを製造する新製錬法の
概念図。イットリウムなどのオキシハライドの生成
反応を応用して酸素を直接除去します。アルミニウ
ムのスクラップなどを利用することでCO2 の発生量
を大幅に低減する製錬プロセスの構築が可能に。

浅草寺本堂の瓦は2010年にチタン瓦に葺き替えら
れ、重量が約1/5に。チタンは北野天満宮宝物殿や
フジテレビ社屋にも使われています。

チタンの魅力を広める
ために岡部先生が山中
俊治先生と協働で制作
したチタン製スツール。

日本の 課題2SOSSS

貴金属研究・
若手育成支援基金
若い世代が貴金属研究を続けるには安定した研
究・教育環境が不可欠です。未来につながる環
境調和型リサイクルの実現をご支援ください。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt112

貴
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
と

チ
タ
ン
に
か
け
た
30
年

金属熱還元法による
TiO2の還元

チタン鉱石（あるいはTiO22）
金属還元剤（AI, Mgなど）+フラックス（CaOなど）

金属脱酸剤（Y, La, Ceなど）

低 O-チタン
インゴッドへ鋳造

脱酸助剤（CaF22など）

Ar雰囲気

スラグ（酸化物）

高酸素濃度チタン合金 低酸素濃度チタン合金

オキシハライド脱酸法による
低酸素濃度Tiの製造

溶融
酸化物

オキシハライド, 塩

高 O-Ti

低 O-Ti
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史料を次代に残すのが
困難になりつつある
歴史を次代につなぐ史料を編纂するには手間もお金もかかります。
1793年開設の和学講談所を淵源とし、長く日本史史料の研究と編纂を担ってきたのが
東京大学史料編纂所。幕末維新の変革期においては軍制改革が最重要課題だったと考え、
残された史料を読み込んで見えてくる時代像を追う水上たかね先生が、
史料がなければ始まらない研究と、史料を編纂して残すことの意義を語ります。

キスト化（翻刻）。内容摘記をつけ、登場す

る人名の注をつけ、見出しをつけ、該当する

国名も入れるといった作業を繰り返します。

この事業では当時の日本語（候文）だけでな

く、少なくとも英・蘭・露・仏・独の言語を

扱う必要があり、私はオランダ語の担当です。

開国までは長くオランダが西洋唯一の交流国

だったため、幕末には他の国とのやりとりも

オランダ語を介して行っており、編纂でもオ

ランダ語が要なのです。

　編纂作業をしていると歴史をひとコマずつ

積み上げている感覚になります。ただ、貴重

な史料なのに状態が悪い場合もしばしば。た

とえばシーボルトと幕府のやりとりを記した

「シーボルト書翰」は、虫食いが激しかった

明治維新に海軍と陸軍を 
どう位置付けるか
　江戸時代は戦いを本務とする武士が統治者

でしたが、泰平の時代が続く中で、戦いより

も安定的な統治に重点が移っていきました。

しかし、幕末にペリー艦隊の来航など西洋列

強の外圧にさらされ、国内の政情も不安定に

なると、危機感が広がります。西洋列強との

軍事力に大差があると認識した幕府は、海軍

と陸軍の重要性に気付き、西洋式の軍制を導

入する形で改革を遂行。その流れが明治政府

でも続いて軍が整備されていきます。統治者

にとって軍制改革は死活問題です。

　長らくこの分野は陸軍の研究が主流で、海

軍の研究は近年活発になってきましたが、海

軍の創設・整備を身分や統治体制の変化と結

びつけて描く試みには、なお課題が残ってい

ます。士官に必要な特別な能力を示す「業前」

という語を発端に、明治維新に海軍を陸軍と

ともにどう位置付けるかが私のテーマ。特に

注目するのは軍事の実務を扱う役所です。

　役所は必ず行政文書を残すので調べやすい

面があります。政治の決定者と政策が実施さ

れる現場の間にあるので、両者の事情を見ら

れるのも特徴。混沌として俯瞰が難しい時代

ですが、社会の考え方が変われば行政に反映

されます。集団的な変化を摑むのに向くと考

え、役所の組織・活動や文書を重点的に調べ

ています。

1906年から東大で続く 
対外関係史料の編纂事業
　「幕末外国関係文書」という対外関係史料

集の編纂は、史料編纂所の所員としての重要

任務です。メインの史料は「外務省引継書類」。

もとは江戸幕府の外国方などが持っていた文

書類で、明治政府が幕府から引き継ぐ際に書

き写したものも含めて1906年に東大が引き

受け、その編纂は当所の重要な事業の一つで

す。

　まずは史料に書かれた文字を読み取ってテ

MIZUKAMI Takane

水上たかね
史料編纂所助教

幕末維新史

ので、一度簿冊を解体して撮影し、デジタル

アーカイブ化しました。こうすれば破損の心

配がなく、書庫まで来ずとも好きなときに見

られます。手間もお金もかかるので、簿冊の

まま保管するしかないものもありますが、書

庫は収容量が限られ、狭隘化が進んでいます。

　デジタルアーカイブ化はもちろん重要です

が、撮影の際、たとえば簿冊のノドにある書

き込みは写せない場合があります。学生時代、

デジタル化された史料の原本を確かめに行っ

たら、画像では見えない重要な情報が隅にあ

りました。画面だけでは伝わらない機微が研

究を前に進めることがあります。原本もあわ

せて残すことが必要なのです。

「外務省引継書類」を収蔵する貴重書庫。多く
の貴重史料を擁しますが狭隘化も進んでいます。

1 文久元年「蘭国往復書
翰」。「外務省引継書類」は
このような簿冊状態のもの
を中心に約3000点の史料
からなります。 2同書翰よ
り、長崎奉行の岡部駿河守
から老中宛の上申書。虫食
いの跡が多いことがわかり
ます。 3 文科大学史料編纂
掛時代から史料編纂所が手
がける『大日本古文書』。
「幕末外国関係文書」はそ
のシリーズの一つで、1910
年に刊行が始まり、最新刊
は「幕末外国関係文書之
五十四　文久元年四月」
（東京大学出版会、2022年）。

日本の 課題3SOSSS

東京大学
史料編纂所基金
国宝島津家文書をはじめとする所蔵史料の保
存・修補に安定的な財源が必要です。人類の文
化遺産を次代につなぐためにご支援ください。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt10
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KATSUNO Masaaki

勝野正章
教育学研究科長／教授
学校教育経営

教育格差が広がりつつある
日本社会における格差と貧困の問題は深刻さを増し、社会の分断や多様性の
阻害をもたらしかねない状況にあります。このような状況を克服し、
格差や貧困問題の解決を図る教育の重要性が増しています。
特に学校における民主主義について研究してきた勝野正章先生は、
教育格差解消に取り組むNPOを支援しながら、
格差と分断に挑む「架橋する教育学」研究拠点の構築を目指しています。

学校は民主主義を養う場
　私の研究テーマは学校経営の民主主義理論

です。たとえ違いがあっても互いを尊重する

民主主義の根幹を養う場が学校であるはずで

すが、学校自体が民主的な場とは限りません。

先生のほうが生徒より偉い、先生のなかでは

校長が偉いというように、序列や階層が色濃

くあります。生徒が臆せず意見を表明して尊

重される経験を積むことが重要です。

　日本が1994年に批准した国連の「児童の

権利に関する条約」は、子どもにも社会を担

う権利を認めています。2023年には「こど

も基本法」が施行され、自分に関係すること

に意見を言い、社会の活動に参加できること

が、基本理念の一つとして明記されました。

これらを学校で具体化することが民主主義に

つながります。　

　わかりやすいのは校則の問題。従来の校則

のなかには不合理なものもあります。ツーブ

ロック禁止校則など、髪型や下着の色まで制

限する「ブラック校則」が注目され、社会と

学校の常識の乖離が顕在化しました。髪を黒

く染めるよう執拗に言われて不登校になった

高校生が訴訟を起こした事例もありました。

自治体や省庁も腰を上げ、校則の見直しに生

徒が参加する動きが広がっています。　

　一方で、「親ガチャ」というように、本人

の意志とは別に、どんな家庭に生まれたかで

人生が制約される傾向が強まっています。江

戸時代までは階層間の移動ができない身分制

社会でした。明治になって福沢諭吉は「学問

のすゝめ」を著し、教育で階層移動ができる

社会にしようと主張。身分制社会の打破に教

育が貢献すると信じられてきた結果、従来の

身分制社会は崩れました。ですが、高等教育

を受けたか、どの大学で学んだかなど、受け

た教育の内容で格差が決まる社会になりつつ

あります。　

日本の教育格差は標準的
　日本は教育格差が小さいと言われることも

ありますが、世界的に見れば標準的な状況で

す。教育格差と結びつく子どもの貧困は、

2008年の『子どもの貧困』（阿部彩著／岩波

新書）で注目され、日本の高い相対的貧困率

が顕在化しました。等価可処分所得の中央値

より下に位置する場合を貧困とする国際指標

です。厚生労働省の発表では、2021年の子

どもの相対的貧困率は11.5％。9人に1人が

貧困状態にあり、ひとり親世帯では44.5％と

より高い割合になっています。

　教育格差の解消・縮小は今後を左右する重

要課題ですが、インクルーシブな社会を目指

して東大の若者たちが活動を始めていること

に私は希望を見出しています。本学と他大学

の学生が共同で立ち上げたFOSは、中高生の

学習・進学支援を行うNPO。教育の地域格

差や経済格差を乗り越えたいと相談され、教

育学の立場から応援しています。認定NPO

のLearning for Allでは、教育学研究科の卒

業生が代表を務め、貧困問題の根本的解決を

図るために子ども支援の包括的な取り組みを

進めています。教育学研究科は、2021年に

Learning for Allと連携協定を結んだのを機

に、格差を教育学の課題と捉え、基金プロジ

ェクトを始めました。インクルーシブな知性

を持つ学生や市民の育成が目的です。教育格

差のメカニズムの解明や、格差を解消する政

策の研究支援にも役立てたいと思っています。

教育学研究科は2022年に大阪府吹田市と連携協定
を締結。吹田の小中学校の先生方にインクルーシブ
教育の研修を実施しています。

Learning for Allは卒業生の李炯植
さんが代表を務めるNPO。多くの
東大生がボランティアやインターン
として参加しています。
https://learningforall.or.jp

FOSはギリシャ語で「光」の意。代
表は工学部4年の長谷川雄飛さん。
https://npofos.or.jp

授業作りのケーススタディとQ&Aを盛り込んだ「イン
クルーシブな学校づくりハンドブック2023」。https://
www.p.u-tokyo.ac.jp/cbfe/resource/handbook/

出典：OECD Poverty rate
子どもの相対的貧困率の国際比較

日本の 課題4SOSSS

教育格差問題
研究基金
学校や自治体、貧困家庭の子どもを支援する
NPO法人と連携して調査を実施します。教育
格差問題の解決を目指す活動にご支援を。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt147
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1およそ4ヘクタールの広大な平地に植えられた木。
2020年から植樹を始め、現在2万本弱です。2共同研究
拠点の天塩研究林で樹木を植える学生やスタッフたち。
初日にはおよそ30人が参加しましたが、腰の痛みなど
で途中断念する人が相次ぎました。3知床国立公園とド
イツのベルヒテスガーデン国立公園、アメリカのグラン
ドティトン国立公園で、ドイツのミュンヘン工科大学と
アメリカのウィスコンシン大学との共同調査を行ってい
ます。4世界中で実施している樹木の分解実験の知床で
の様子。

北極圏ではキャンプ生活をしながら、温暖化で氷河が衰退していくなかで、
どうやって生態系が発達するのかという基礎研究を行っています。

MORI Akira 

森 章
先端科学技術研究センター教授

生物多様性

昔よく見た生き物を見なくなった　
気候変動の問題と同様に、世界が取り組むべき喫緊の課題の一つといわれている
生物多様性の保全と回復。その生物多様性のメカニズム、
森林機能や温暖化との関係などに関する研究に取り組んでいるのが森章先生です。
北海道での大規模な多様性操作実験や
森林再生のためのプロジェクトなどについて紹介してもらいました。

自然遺産に登録されている知床ですが、世界

遺産登録地域でも陸域の一部は開拓跡地で、

森林伐採され土地利用されてきた場所です。

そこを開拓以前の森の状態へ誘導していこう

というプロジェクトがあり、私もそこに関わ

っています。私の研究室では、森林再生を効

率的、効果的に行うための様々な現地調査を

行っています。

　森林再生には非常に長い時間がかかります。

私たちは、200年くらいと考えて取り組んで

おり、まだまだ序盤です。実際の森林再生事

業の時間では知り得ない将来を知る方法とし

て、シミュレーションを使っています。一本

一本の木をコンピューターで再現し、それら

が光合成をし、種子を散布し、そして枯れて

いくという一連のプロセスをシミュレーショ

ンし、200年、300年といった長期にわたる

将来予測を行いました。その結果から見えて

くる森林構造や変化の見通しに基づいて場所

を選定し、生物や植物の実態調査などを行っ

ています。そのほかにも、最近始めたドイツ

とアメリカの国立公園との共同研究では、同

じシミュレーションモデルによる予測結果を

もとに、実際の生物多様性データを一斉に採

集したりもしています。そのプロジェクトで

は、音響センサーやモーショントラップとい

う動画カメラを設置して、実際にどのような

生き物がいるのかという実態を調べています。

　生物多様性の重要性についてはさまざまな

ところで目にも耳にもします。ではなぜ重要

森の多様性と 
炭素吸収量の関係を検証
　2020年から、北海道北部にある北海道大

学天塩研究林の実験地で樹木を植栽していま

す。単一の樹種だけ植えたり、あるいは複数

種植えたり、種数とそれ以外の指標も操作し

て、樹種多様性の違いが生態系の機能性に与

える影響を検証するための実験です。これま

でに2万本弱を植えました。

　植物は光合成によって大気中の二酸化炭素

を炭素化合物に変えて、植物の内部に固定し

ます。樹木の幹、枝や葉だけでなく、土でも

炭素を固定し貯留しています。森全体として

見たときに、いろいろな種類の植物や生物が

ある森のほうが、相補的に役割分担をするこ

とで炭素吸収量が上がります。現象としては

よく知られているのですが、その背景にある

全てのメカニズムはまだ解けていません。そ

こを理論的に解きたいと考え、手間のかかる

大規模な実験をしています。

　ただ、木を育てるのには時間がかかるため、

良いデータが揃うのもまだ先のことです。長

いスパンで取り組むことを考えて、はじめか

ら学生やポスドクなど次世代の研究者も巻き

込んで取り組んできました。これまで植栽作

業に参加した学生は30人以上。木を育て、

人も育てる。次世代に引き継いでいくコンテ

ンツとして残したいと思い取り組んでいます。

知床の森林再生事業
　生物多様性がどういうロジックで成り立ち、

そこから炭素吸収をはじめとする機能性がど

うやって生まれ、守られているのか。これら

の問いを理論的に解くために、さまざまなア

プローチで研究を続けてきました。

　2010年から継続している、北海道東部の

知床での研究もその一つです。ユネスコ世界

森先生監修の本　
『生物多様性ってなんだろう？』
（文渓堂、2024年）
児童書
「未来につなごう生物多様性」
シリーズ全4巻のうち
1-3巻を監修。

日本の 課題5SOSSS

ネイチャーポジティブ基金 
野外フィールドワーク、研究のアウトリーチ活
動、観測機器の購入などに役立てられます。次
世代を担う若手研究者の育成をご支援ください。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt185
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SHOZUGAWA Katsumi

小豆川勝見
総合文化研究科助教

環境分析化学

原発事故の処理が終わっていない
2011年3月に発生した東北地方太平洋沖地震は、未曾有の原発事故を引き起こしました。
東京電力福島第一原発事故のすぐ後から現場周辺で放射性物質の測定を続けているのが、
総合文化研究科の小豆川勝見先生です。
約14年にわたって取り組んできた放射性物質の測定と教育、
そして今後の測定のために構想中の移動研究室について
紹介してもらいます。

放射性物質の測定と教育
　原発事故が起こるまでは研究用の原子炉を

使って環境試料分析などの研究をしていまし

た。原子炉には安全装置がいくつもあり、全

てが厳重にできています。万が一の事態が起

きたとしても原子炉は壊れないと信じていま

した。かき集めた放射線測定器を持って、初

めて福島第一原発の正門まで行ったのは2011

年4月9日のこと。のどかな田園風景が広がる

場所で、測定器の警報が鳴り続けていました。

あれから14年。研究の対象を原子炉の中から

外に切り替え、環境試料の汚染評価を続けて

きました。空間線量率、土、住居、魚、体表

面など、あらゆるものが対象です。

　なかでも重点的に調査してきたのが帰還困

難区域です。除染が進み、移住可能なエリア

は拡大してきましたが、7市町村にまたがる

約309km2の地域には今も移住できません。

少しでも早く、少ないお金で環境回復できる

方法を提案していくことが、研究者としてや

るべきことだと思っています。

　放射性物質は雨風によって移動します。例

えば山間部に沈着した放射性物質は、雨や風

によって下流に移動します。尾根では減って

いき、谷だと増えていく。山間部の空間線量

率を10か月間継続して観測した研究でも、尾

根の空間線量率は放射性物質の物理的半減期

よりも早く低減することが分かりました。デ

ータをもとに将来予測を行うと、除染基準に

達する時期は、放射性セシウムの物理的半減

期に基づく予測よりも15年早いことが推定で

きました。放射性物質の移動の程度は場所に

よって大きく異なるので、実態を明らかにす

るためにも繰り返し測ることが必要です。

　測定と並行して進めてきたのが教育です。

小中学生を中心に、これまで約13,800人と一

緒に放射線について考えてきました。廃炉問

題は当面の間解決が難しいとされるなか、放

射線についてより広く知ってもらい、アイデ

アを集積する必要があると考えています。　

測定、分析、発信を一度に 
行うラボカー
　これまで東京⇔福島間を車で230回以上往

復しましたが、効率の悪さがネックになって

きました。現場でサンプルを採取し、東京の

研究室で測定後、再度現場に赴き採取した場

所に戻す。1回の移動で1種類の測定です。

効率を上げるためにも、放射線測定の機能を

車両に搭載した移動研究室（ラボカー）を作

りたいと思っています。ラボカーがあれば、

数か月かかっていた採取と測定がわずか数日

で行うことが可能です。2024年1月の能登半

島地震発生後に志賀原発周辺に設置したモニ

タリングポストの一部で放射線量が測定でき

なくなることがありました。幸い何事もなか

ったのですが、災害時など電気や水道などの

インフラが回復していない時でも、ラボカー

があれば迅速に測定、分析、発信ができます。

　現場に足を運び続けて実感しているのは、

放射性物質の正確な測定値とそれに基づいた

緻密な将来予測の大切さです。知識と信頼で

きる測定値があれば、突発的な事故やトラブ

ルが発生したとしても冷静に判断、議論がで

きると考えています。そのための土台を構築

する。それが放射線計測をテーマに掲げる研

究者の役目の一つと信じています。

小豆川先生が構想するラボカーの条件を入力し、生成AIが作成したイメージ図。

1 帰還困難区域に放射線測定器を設置する
小豆川先生。作業するときは人を恐れなく
なった野生動物にも気を使います。目の前
と後ろを2頭のイノシシに囲まれたことも
ありました。 2 測定器を搭載したドローン
を飛ばして、山間部の空間線量率などを測
定します。 3 福島県の小学校で行った放射
線授業の一コマ。放射線や放射性物質の特
徴を伝えると、生徒たちは好奇心全開で質
問してきます。

日本の 課題6SOSSS

測定で応援！
オールインワン放射線
測定による復興支援基金
ラボカー（移動研究室）の構築、線量計など各
種計測器の開発や機材のメンテナンス、小中学
校への出張授業などに役立てられています。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt184
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超高齢社会を支える看護学の人材が足りない

と、85歳以上人口は2020年には約610万人。

2035年には1,000万人以上になると推計され

ています。生産年齢人口が減少するなか、高

齢者施設でも在宅でもケア人材が不足する時

代がそこまできています。非常に大きな課題

です。専門職だけでなく、一般市民にもケア

の担い手になってもらい社会全体で支えてい

く必要があります。

　GNRCでは一般の人たちとともにケアのあ

り方を考えていくラボを新年度に開設予定で

す。目白台の東大病院分院跡地に建設された

若手研究者の 
研究力を磨く環境を
　日本では1990年代頃から看護学を学べる

大学が急増し、今では、修士課程を設置して

いる大学は約200件、博士課程は約100件存

在します。問題は、研究力の高い研究者の育

成が追い付いていないことです。学術誌に掲

載された論文数も少なく、看護学研究が進ん

でいません。背景として、医学科の教育に比

べて学生あたりの教員数が非常に少ないこと

が指摘されています。博士号を取得して大学

に就職しても、すぐに実習に駆り出されてし

まい、研究者として成長する機会がないまま

になってしまうというのが実情です。せめて

1～2年は研究に集中し、研究力を磨いてほ

しい。そんな願いからGNRCを設立し、ポス

ドク（博士研究員）を採用し育成しています。

看護学分野では非常に珍しいことです。

　GNRCでは既存の研究方法だけでなく、異

なる研究分野と融合した新しい研究方法の開

発も目指しています。例えば、ロボットを使

って看護現場で役立つプロダクトを開発した

り、看護学研究に生化学や理工学系の手法を

取り入れるなど、高齢化が進む日本の課題解

決のためにも異分野融合型研究を展開してい

きたいと考えています。GNRCでは毎年2名

のポスドク修了生を輩出したいと考えていま

す。少ないと思うかもしれませんが、資金の

問題で2名でも厳しい状況です。

超高齢者を支える 
コミュニティづくり
　日本の高齢化の特徴は85歳以上がとても

多いことです。75歳くらいまでは自立度の

高い人も多く、とても元気な人もいます。し

かし、そこから自立度が低下する人が急速に

増え、85歳を超えると何らかの形で支援が

必要な人が多くなります。厚生労働省による

一角で開業予定の「東大GNRCオープンラボ」では、
「暮らしの保健室」、「ケアコンピテンシー認定制度」
の提供、「医療・介護専門職のサポート」体制の提供、
の3つのプロジェクトを予定しています。

GNRCの皆さん。

2024年7月に東大病院看護部とGNRCが共催したワ
ークショップの様子。約30名の看護師が参加し、
地域に根差した看護の可能性について議論しました。

計画しています。ラボでは研究も遂行し、そ

の成果を報告します。世界でもっとも高齢化

が進む日本の取り組みとして、世界に向けて

も発信していきたいです。

　「負担」などのネガティブなイメージで語

られることが多い高齢者介護・ケアですが、

ケアには単なる負担ではなく、人生に対して

新しい視点を与えてくれる側面があります。

与えるだけでなく、支えることで受け取れる

ものもある。そこを一番分かっているのは、

看護・介護職の人たちだと思っています。そ

の側面を発信し、ケアに対する価値観自体が

変わっていくような働きかけの一助を担えれ

ばと思っています。

日本の 課題7SOSSS

グローバルナーシング
リサーチセンター基金
看護学の若手研者の育成、異分野融合型研究の
推進などに役立てます。日本の「支える医療」
の中核となる看護学研究をご支援ください。
https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt91
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YAMAMOTO Noriko

山本則子
医学系研究科教授／
グローバルナーシングリサーチセンター長
看護学
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「令和4年版厚生労働白書」に
よると、日本の85歳以上人
口は2035年には1,000万人を
超えるとされています。
https://www.mhlw.go.jp/
stf/wp/hakusyo/kousei/21/
backdata/01-02-01-03.html

85歳以上の人口推計（万人）
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少子超高齢社会を迎え、「治す医療」から「支える医療」への大転換が求められています。
2017年に設立された医学系研究科附属グローバルナーシングリサーチセンター（GNRC）は、若手の看護学研究者の育成や
異分野融合型研究の開発などを目的としています。GNRCセンター長の山本則子先生に、看護学研究の課題や、
今後さらに増えていく高齢者をどう支えていけばよいのかなどについて話を聞きました。

高齢者向け施設の一角で、地

域の住民にケアの仕方や医療

を上手に受ける方法を学んで

もらうワークショップなどを
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経済学部資料室
産業に関わる資料、特に公的保存機関がない企業資料
では日本屈指の量を誇る資料室。数十万に及ぶ資料群
の保存とデジタル化を日々進めています。企業資料以
外では古貨幣のほか、新渡戸稲造が寄贈したアダム・
スミス旧蔵書（約300冊）、安田善次郎（2代目）が寄
贈した藩札（2.5万枚）が特筆もの。

「長方形の上代方金の裏面には
九匁四分の墨書が、表面には雁
金模様の小印が施されています。
東アジアの通貨は銅が基本であ
り、金も通貨に用いたのは日本
だけでしょう」（小島）

「大判は石の上で叩いて作るため裏面に石目がつきます。表（上代半
金は裏）面の墨書には、膠分の多い墨が使われています」（小島）

「中国の永楽通宝は銅ですが、
これは金。裏面に桐紋があり、
島津征伐で戦功があった大名
に秀吉が与えたと考えられま
す」（小島）

天
正
大
判

上
代
判
金 上

代
方
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大
判
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東東 大大 のの 宝宝 第33 回

量目だった日本の貨幣が計数貨幣へ発達する

前史を示していると見なす研究者もいます。

「藤井が学術での活用を期待した古貨幣です

が、実はその期待にはあまり沿えていません。

貴金属的価値が高いため、セキュリティが高

い施設でないと展示が難しく……。一方で資

料室ではデジタルアーカイブ化を早くから進

め、2007年からウェブで公開しています」

　1927年の寄贈から、2027年で100年。

特別な収蔵品で特別な展示を実施するには絶

好の頃合いが近づいています。

は約6400点ある中国貨幣ですが、日本の貨

幣も約2700点と多数。代表的なのは天正か

ら万延まで発行された全6種が揃う大判です。

「幕府は時の経済状況により金の比率を調整

しました。ただし金の比率が小さいものの、

元禄大判など歴史的価値の高いものもありま

す。大判は恩賞用でしたが、小判などは多く

流通させて経済を活性化させたり、インフレ

を引き締めるために流通を抑えたり。貨幣は

時代を映し出します」　

　見た目は地味ながら資料室一の宝として小

島先生が推すのは、室町時代の上代判金と上

代方金。前者は俵形の大判としては最古で、

現存するのはここだけと目される貨幣です。

「足利家お抱えの彫金師の一族に後藤家があ

ります。後に徳川幕府の信を得て金座・大判

座を統括し、大判6種には「後藤（花押）」の

墨書があります。同様の墨書が見られる上代

判金は、以後の大判の前身と考えられます」　

　四十四匁一分（166ｇ）と重さが記されて

いるのも注目点。江戸時代の金貨は両・分・

朱という通貨単位をもっており、重さが書か

れていません。この点で、上代判金が、不定

　「経済学部資料室の淵源は、ドイツ人教師

ジークフリート・ベルリネルの提案を機に

1913年に発足した、東京帝国大学法科大学

の商業資料文庫に遡ります。企業資料で日本

経済の実証的研究を促すという趣旨でした。

次第に官庁や経済団体の刊行物も集めるよう

になり、1939年に経済学部資料室と改称さ

れました」と語るのは、2000年から室を担

当してきた小島浩之先生。企業資料を収蔵す

る室の宝となるコレクションの成立には、学

究肌の実業家の存在がありました。

「タカジアスターゼで知られる高峰譲吉の弟

で、塩酸や硫酸で高いシェアを誇った藤井化

学の経営者、藤井栄三郎です。篤志家として

多くの学会に貢献する一方で、当代有数の貨

幣蒐集家でもありました」　

　関東大震災で工場が甚大な被害を受けたも

のの、自宅の貨幣コレクションは幸い難を逃

れます。学術のためにも大学にあったほうが

よいと考えた彼は、慶應義塾大学の研究者に

打診。そのつてで受け入れを進めたのが、東

大で貨幣論を講じていた山崎覚次郎でした。

1927年に寄贈されたコレクション中、最多

歴史的にも学術的にも価値が高い古貨幣コレクション
東京大学経済学部資料室には、日銀の貨幣博物館に次ぐ価値を有すると目される東洋古貨幣コレクションがあります。

その総数は約 1.2万枚。マニア垂涎の貨幣はもちろん、学術的な価値が高いものも多いのが特徴です。
24年にわたって資料室を担当してきた先生が推すお宝とは？

小島浩之
KOJIMA Hiroyuki
経済学研究科講師
経済学部資料室室長代理

経済学部資料室支援プロジェクト　https://utf.u-tokyo.ac.jp/project/pjt145

裏面の
桐紋

TAN50_27_お宝_0226n.indd   27TAN50_27_お宝_0226n.indd   27 2025/02/26   20:432025/02/26   20:43



28

製紙用パルプの繊維を 
ナノ単位まで解きほぐす　

　「UTokyo Go セルロースナノファイ

バーボールペン」と「どら焼き」に使

われている、セルロースナノファイバ

ー（CNF）という植物由来の極細繊維。

製紙原料のパルプをナノ（10億分の1

メートル）レベルまで解きほぐした繊

維素材です。ボールペンのインク分散

剤に配合すると、速記してもかすれに

　それから約10年後の2006年に、世界

で初めてパルプの繊維を完全に解きほぐ

すことに成功しました。パルプをTEMPO

で化学処理すると植物繊維中に無数にあ

るCNFの表面がイオン化し、CNF同士の

結びつきが弱まります。その状態で、ミ

キサーなどを使って剪断力を加えると、

繊維がほぐれ一本ずつのCNFとして取り

出せるようになることが分かりました。

その功績が評価され、2015年に森林分野

のノーベル賞とも言われる「マルクス・

ヴァレンベリ賞」を受賞しました。

　何か面白いものになるのではと思い、

研究成果とともに企業を回った磯貝先生。

ボールペンやどら焼きなどの実用化につ

ながったのは、企業が先導的に取り組ん

でくれた結果だと話します。

循環型社会実現への期待

　CNFは二酸化炭素（CO2）削減に貢献

する新素材としても期待されています。

「木は成長するときに二酸化炭素（CO2）

を吸収し酸素を放出しますが、成長した

木は生命を維持するために酸素を吸収し、

CO2を放出するようになります。大気中

のCO2削減のためには、植林、育林、伐

採のサイクルを回していくことが大事で

す。日本の国土面積の約66%は森林で、

たくさんある間伐材を有効利用するため

にもCNFの応用が広がっていけばと思っ

ています」

　ボールペンやどら焼きのほかにも、消

臭おむつや車の塗料などCNFの実用化事

例は拡大していますが、その量はまだ極

めて少ないのが現状です。磯貝先生が期

待しているのはタイヤへの応用。タイヤ

に使われているカーボンブラックという

微粒子の有力な代替素材に挙がっていま

す。

　「応用を広げるためにも、今後も基礎

研究を続け、CNFの基礎データをコツコ

ツと積み上げていきます」

研究室発研究室発
グッズ集グッズ集

1個　¥350、
4個（箱入り）¥1,500

どら焼き

1本　¥380

UTokyo Go 
セルロースナノファイバー（CNF）

ボールペン

植物由来の極細繊維から生まれた
なめらかボールペンと食感が良いどら焼き
次世代の素材として期待される植物由来のセルロースナノファイバー（CNF）を使ったUTCC（東
京大学コミュニケーションセンター）の「UTokyo Go セルロースナノファイバーボールペン」と「ど
ら焼き」。CNFに関する研究を行ってきた農学生命科学研究科の磯貝明先生に、その研究
内容やCNFを利用した商品と、循環型社会実現への期待などについて聞きました。

U T o k y oU T o k y o

第第 回回33

磯貝明
ISOGAI Akira 

東京大学特別教授

UTCCオンラインストアなど
https://utcc.u-tokyo.ac.jp

買えるところ

（注）*2,2,6,6-テトラメチルピペリジン-1-オキシルの略称　※どら焼きの販売は店頭のみ　※価格は全て税込

製紙用の針葉樹パルプ（左）、パルプを
TEMPOで化学処理したTEMPO酸化セ
ルロース（中央）。そのセルロースを水
に分散させ、ミキサーなどで解繊処理
してできた透明なゲル状のCNF（右）。

透明なゲル状の
CNFが入った容器
の前後に直交偏光
板を置くと、CNF

が分散しているの
が観察できます。

くく、書き味がなめらかになり、

どら焼きの生地に添加すると、食

感と保存性が向上する。鉄鋼の5

分の1の重量で強度は5倍とも言

われるCNFは、環境負荷の少なさ

からも注目されている次世代の素

材です。

　このパルプを3ナノメートル（nm） 

という最小単位まで完全に分離さ

せる「TEMPO*酸化法」を開発し

たのが、農学生命科学研究科の磯

貝明先生です。学生時代からセル

ロースの基礎研究に取り組んでき

た磯貝先生が、TEMPOという有

機化合物を触媒に使った研究を始

めたのは1996年のこと。きっかけ

は、たまたま目にしたオランダの

研究グループによる研究論文で、

ごく少量のTEMPOを使ってデン

プンの化学構造を変換できたとい

う内容でした。デンプンはセルロ

ースと同じ多糖類なので、面白い

化学反応が起こるのではと研究を始めた

と当時を振り返ります。

「何か役に立つものを作ろうという目的

があったわけではなく、学術的な興味か

ら始めた研究でした」
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のの2525年年
1999年創刊の広報誌が50号目に到達

1999年10月に創刊した『淡青』が、今号で節目の50号を迎えました。
創刊時に広報委員会（現・広報室）で編集に携わった谷口将紀先生に、
当時の様子を教えてもらいました。キャンパスの一端を切り取ってきたこれまでの
表紙を一覧しながら、25年の歩みをご確認ください。

　1999年4月、全学の広報委員会に加

わったのが、当時助教授の谷口先生で

す。この頃の広報誌といえば広報委員

会が編集を担う『学内広報』。主に学生

運動の動向を教職員が共有するため、

1969年に生まれた冊子です。この媒体

が念頭にあった谷口先生ですが、第1

回委員会では広報委員長の大塚柳太郎

先生から意外な宣言がありました。

「学外向けの新広報誌を作る、と。大

変そうで担当になりたくないと思って

いたら、真っ先にチームに指名された

のが私で……。国立大学が文部省の一

機関だった時代ですが、これからは学

外への広報が重要だと言われました」

　当時の広報委員長は現在の広報担当

執行役に近い要職。新広報誌構想は大

塚先生のリーダーシップによるもので

した。半年後の創刊を託されたチーム

は、突貫で作業を開始。巻頭は蓮實重

彦総長の対談記事とし、お相手には卒

業生で前文部大臣の町村信孝さんを提

案。懐徳館での取材は大塚先生が仕切

りました。大特集は、学生生活実態調査

も活用する形で「東大生のいまむかし」

に。誌面には、本郷構内の時計店主や

33年間駒場で働いた職員、後に総長と

なる佐々木毅先生も登場しています。

「元指導教員だったので、すぐに話を

聞けたのです。記事も自分で書きまし

た。他の企画も同様で、各委員が身近

なところから手作りでした」　

　誌名については、東大を象徴する名

が模索されました。ただ、「赤門」だと

駒場や柏が入らない、「銀杏」は同窓生

組織がすでに使っている、引用する校

歌もない……と決定打は出ず。残った

のがスクールカラーの「淡青」でした。

「他にないからまぁいいか、という感

じでした。多忙で大変でしたが、編集

を通して自分も知らなかった東大の姿

を学ぶことができました」

　谷口先生が専門とする政治コミュニ

ケーションの分野では、硬派な話題を

人々にどう伝えるかが問題になるそう。

健康のため野菜を食べさせるには、焼

肉定食にサラダをつけたり、ハンバー

グに野菜を混ぜ込んだりするのと似た

工夫が必要です。

「大学広報誌も事情は同じ。UTokyo 

Compassだけでは一般の人の興味は

引きにくい。でも、たとえば総長が大

谷翔平選手と対談して、あなたのよう

に世界で活躍する人を育てるための指

針だと言えば、食いつきもよくなるで

しょう」

　50号を迎えた今号の特集テーマを

伝えると、学生時代に入学式の式辞で、

当時の有馬朗人総長が、東大には金が

ないと話したことを思い出したという

谷口先生。最後に気になる指摘もくれ

ました。

「『淡青』は、大学のよい部分やきれい

な部分ばかりを強調して、悩みや苦し

みを伝えきれなかった面もあるかもし

れませんね」 

創刊当時を振り返って
くれた公共政策大学院
の谷口将紀教授。

2929
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ノーベル賞受賞のお二人が講演会を開催
　9月26日、2023年ノーベル物理学賞を受賞し

たピエール・アゴスティニ博士の講演会が、安

10/16

北海道演習林が
125周年記念行事を開催
　125周年を迎えた北海道演習林が、富良

野市文化会館にて記念式典・講演会を実施

しました。林野庁北海道森林管理局長、北

海道水産林務部長、富良野市長のご祝辞の

後、脚本家の倉本聰氏によるビデオメッセ

ージを上映し、演習林の木材生産を支える

木材会社2社に感謝状を贈呈。講演会では、

9/26、10 /9

ピエール・アゴスティニ博士 リチャード・ロバーツ博士

総長による記念植樹

アンドレイ・ボンチーナ教授の講演

日本山岳会学生部プン
ギ遠征隊のメンバー
（左上が尾高さん）

セッション「グローバル・コモンズのガバナンス」より

10/11～12

  Global Commons Forum

が10月8日に開催されまし

た（東京大学、理化学研究

所の共催、三菱地所の協賛）。

理化学研究所 五神真理事

長の挨拶に続く基調講演で

は、ポツダム気候影響研究

所 ヨハン・ロックストロー

ム所長が、2024年9月に始

まった最新データによる「地球の健康診断」に基づき、直ちに経済システムの

大規模な変革が必要と述べ、石井菜穂子総長特使と対話しました。続けて「グ

ローバル・コモンズのガバナンス」「ネイチャーポジティブ経済とファイナン

ス」「カーボンニュートラルへのパスウェイ」「システム転換とレジリエンス」

東京大学トピックス
2024年9月〜

アフリカ開発銀行総裁の
講演会と交流会を開催
　10月16日、アフリカ開発銀行グループのアキンウミ・アデシナ総裁を伊藤謝恩

ホールに迎え、学生向け講演会・交流会を開催しました。アデシナ総裁は「Harnessing 

the Power of African and Japanese Youth」をテーマに講演。アフリカの戦略的

重要性と若者の力に触れつつ、アフリカ開発銀行が力を入れる若者への教育やス

キル開発への投資について紹介し、アフリカ諸国と日本が協力して学生や起業家

の育成支援を行うことの意義を強調しました。交流会では、2023年の第1回「UTokyo 

Africa Evening」を契機に発足した東京大学アフリカ留学生会や学生団体MPJ 

Youthが活動を紹介。有意義な対話が生まれる交流の場となりました。

10/8

10/12

Global Commons Forumを開催

スキー山岳部の尾高さんが
ヒマラヤ未踏峰に登頂
　10月12日、本学運動会スキー山岳部の尾高涼哉さんを含む日本山岳会学生

部プンギ遠征隊が、ヒマラヤ山脈の未踏峰に登頂しました。メンバーは東京

大学、青山学院大学、立教大学、中央大学の学生5名。人類が到達していな

かった、ネパールのアンナプルナ山域、ペリヒマール山群に属するプンギ峰

（6524m）への登頂です。昨今はどの大学も山岳部員が少なくて単独の遠征

が困難なため、日本山岳会学生部を通じてヒマラヤ未踏峰を目指す同世代の

仲間を求めて生まれた遠征隊です。「山岳部全盛の時代は過ぎ去って久しい

ですが、それでもまだ青春を山に捧げている若者がいることを、今回の挑戦

を通してより多くの方

に知ってほしい」と尾

高さんは語っています。

11/22～23

22日のプレナリートークセッションの模様

東京フォーラム2024を開催
　11月22日と23日、東京フォーラム2024が「Shape the Future, Design for 

Tomorrow」をテーマに安田講堂で開催されました。藤井総長は開会挨拶で

「デザインの力の重要性がこれまで以上に増している」と語り、2027年開設

予定の新課程College of Designで創造性や批判的思考を備えた新世代を育て

たいと語りました。基調講演にはデザイン評論家のアリス・ローソーン氏と

本学工学系研究科の松尾豊教授が登壇。パネルディスカッションでは「ジェ

ンダード・イノベーションの描く未来」「インクルーシブなまちづくり」「境界

を越えるデザイン」について、

東京大学と韓国の学生が参加

したユースセッションでは「少

子化」解決を目指す「新しい

デザイン」について、議論が

展開されました。

がテーマのパネルディスカッション、藤井総

長と本学学生による対話が行われました。

田講堂で開催されました（主催 :アト秒レーザー科学研究機構）。アゴスティニ博

士はアト秒レーザー科学分野におけるご自身の研究とこれからのアト秒科学の展

望について語りました。10月9日には、1993年ノーベル生理学・医学賞を受賞し

たリチャード・ロバーツ博士の講演会が、小柴ホールで開催されました（主催 :

定量生命科学研究所）。 “The Path to the Nobel Prize” と題し、ご自身のキャリ

アや研究内容をはじめ、科学に興味を持つようになった子供時代の話、研究者と

しての姿勢や大学院修了後の進路のアドバイス等までお話しいただきました。

技術専門職員と地元写真家が演習林の歴史や自然

を語り、同演習林と共同研究契約を締結したリュ

ブリャナ大学のアンドレイ・ボンチーナ教授は「近

自然林業の歴史・現状・展望 :スロベニアの教訓」

と題する講演を行いました。択伐林、広葉樹管理、

丸太生産、自然景観の見学会も実施しました。

交流会「UTokyo Africa Evening #2」にて
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岩手県庁で行われた締
結式にて、藤井総長と
岩手県の達増拓也知事

記者会見後に撮影に応じる藤井
総長（左）と片山正則会長CEO

岩手県との包括連携協定を締結
　東京大学と岩手県は、12月19日、連携・協

力に関する基本協定を締結しました。1973年12 /19

ックオフイベント」が、石川県立図書館にて開催されました。災害の実相を

記録して未来の備えに活かすデジタルアーカイブ（DA）の意義と利活用の

可能性を議論し、今後の発展の出発点となることを企図して開催されたイ

ベントです。株式会社QUICKと情報学環・渡邉英徳研究室の共同研究「災

害地域の多元的デジタルアーカイブズの研究開発」および東京大学とNHK

の包括連携協定の一環として、最新技術を駆使した災害DAの展示、DAの

今後の発展と活用を論じるシンポジウム、DA構築技術の習得をめざす市民

参加のワークショップが行われ、降雪のなか多数の来場者で賑わいました。

1 /15

1 /3

1/8

　第101回東京箱根間往復大学駅伝競走

（箱根駅伝）において、本学運動会陸上運動

部の秋吉拓真選手（工・3年）・古川大晃選

手（総合文化・D4）が関東学生連合チーム

として出場しました。両選手は10月に行わ

れた同予選会の結果に基づいてチームに選

抜され、古川選手は同チーム主将を務めま

した。秋吉選手は8区（平塚～戸塚）、古川

選手は9区（戸塚～鶴見）を任されました。秋

吉選手は前半から積極的にレースを展開し、

全21選手中区間7番目の記録で古川選手に

襷をつなぎました。東京大学の学生同士で

襷をつなぐのは東京大学がチームとして箱

根駅伝に出場した1984年以来。学部生と院

生による史上初の襷リレーとなりました。

 大気海洋研究所うみそら基金
 駒Ⅱ音楽祭基金
 文学部の学問を支える基金
 航空宇宙モビリティ基金
 国際水産研究教育基金
 東大先端研・風洞ミュージアム設立基金

 東大牧場ビジョン100
 東大農学150++未来プロジェクト
 コンピュータサイエンス教育支援基金
 未来戦略LCA支援基金
 弓術部 育徳堂大改修支援基金
 社会科学データサイエンスの基盤構築基金

能登地震
デジタルアーカイブのイベントを開催

1 /15

東大基金で寄付募集が始まった新プロジェクト

文化勲章 江頭憲治郎　名誉教授 
（法学政治学研究科・法学部）

廣川信隆　名誉教授 
（医学系研究科・医学部）

文化功労者 菅野和夫　名誉教授 
（法学政治学研究科・法学部）

五味文彦　名誉教授 
（人文社会系研究科・文学部）

辻井潤一　名誉教授 
（情報理工学系研究科）

羽田正　名誉教授 
（東洋文化研究所）

紫綬褒章
（秋）

藤田友敬　教授 
（法学政治学研究科・法学部）

岩坪威　教授 
（医学系研究科・医学部）

石原あえか　教授 
（総合文化研究科・教養学部）

中畑雅行　教授（宇宙線研究所）

主な受賞・受章

※日付はプレスリリース発出日

産学連携・社会連携ニュース
10月1日
ふるさと納税を活用した連携事
業の覚書を文京区と締結

10月16日
生産技術研究所とオリエンタル
コンサルタンツが社会連携研究
部門を設置

11月1日
東京大学とGoogleが AI 分野
の社会連携講座を設置

11月15日
東京大学と北海道大学が連携
協定を締結

1月10日
東京大学と日本看護協会による
社会連携講座を開設

石川県の浅野大介副知事にデジタルアーカイブを説明する渡邉英徳教授

　1月8日、いすゞ自動車株式会社からの

寄付金をもとに、「トランスポートイノ

ベーション研究センター」を工学系研究

科内に開設することについて、安田講堂

で合同記者会見を開催しました。藤井輝

夫総長は、創立150周年とその先を見据

えて、寄付金の運用益により研究組織を

運営するエンダウメントの仕組みを設け

た経緯を紹介し、センターの活動が新た

な知の創造へつながることへの期待を述

べました。いすゞ自動車の片山正則会長

CEOは、2月開設のセンターへの期待と

いす 自ゞ動車と
新研究センターの
開設を発表

定です。今後、地域の課題対

応のための学術研究の推進、

人材の交流と育成、研究成果

の社会実装などにおいてさら

なる連携を進めていきます。

に海洋研究所・大槌臨海研究センター（現 :大気海洋研究所大槌研究拠点）

が大槌町に設置されて以降、両者は様々な連携を続けてきました。特に2011 

年の東日本大震災以降は、東京大学と大槌町（岩手県上閉伊郡）の間で震災

復旧及び復興に向けた連携・協力に関する協定書を締結し、大槌町以外で

も多くの部局が復旧・復興と地域課題の解決に向けた積極的な活動を展開

しました。これらを背景に「希望郷いわて」実現を目的に締結したのが本協

して、アカデミアの観点から社会課題解決の糸口を見つけること、未来の

「運ぶ」をカタチづくること、人材を育成することを挙げ、物流の変革を牽

引して「運ぶ」のイノベーションを創造し続けたいと語りました。

　「災害デジタルアーカイブの最前線～能登半

島地震から1年・石川県デジタルアーカイブキ

8区を走る秋吉拓
真選手と9区を走
る古川大晃選手

新スパコンMiyabiと千葉滋副施
設長（左）と朴泰祐施設長

新スパコンMiyabiの運用開始披露式典を開催
　1月15日、柏キャンパスにおいて、情報基盤センターと筑波大学計算科学研究

センターが共同運営する最先端共同HPC基盤施設の新スーパーコンピュータ

Miyabiの運用開始披露式典が開催されました。朴泰祐施設長は式辞で、「筑波大

学と東京大学の（間にある柏の）地の利と人の和を活かして、学術目的で国内2

位のスーパーコンピュータシステムMiyabiを

導入することができた」と2大学の連携を語り

ました。情報基盤センターの中島研吾教授は

講演で「Miyabiの名前は計算性能が高いだけ

でなく、それを難なく使える、エレガントな

計算科学ができるマシンということに由来す

る。ユーザーのGPUへの移行やAI for Science

の試みをサポートしていきたい」と述べました。

箱根駅伝に陸上運動部の2選手が出場



t a n s e i
T h e  U n i v e r s i t y  o f  T o k y o  M a g a z i n e

2025/03
東京大学広報誌

50

構内に潤いを与えたポンプ施設
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　本郷構内で安田講堂と三四郎池の間を歩いていると、巨
大な濱尾新像の東側に錆びついた管を備える年代物の建物
が見えてきます。「育徳園の在り方検討WG」が2016年3月
に出した報告書「育徳園の履歴とあり方」によれば、これ
は1928年に竣工した撒水用ポンプ施設跡。『帝国大学新
聞』（1928年10月15日付第267号）は、「池の端の樹陰にし
ゃれたポンプ」という見出しでこの施設を紹介し、「三馬
力の電力で池の水を吸ひ上げ次第に竣工してゆく學内の道
路やガーデンへ常に湿りを與へるために作られたもの」と
記しています。関東大震災後の復興工事が続き、土ぼこり
が立つことも多かったであろう構内の環境整備に活躍した
ポンプ。もう水が出ることはないものの、その趣深い佇ま
いから150年に迫る大学の歴史が立ち現われてくる、隠れ
た名所の一つです。

次の150年へ、
東京大学の中核になる基盤基金

東京大学では、2027年の創立150周年に向けてUTokyo NEXT150
へのご寄付を受け付けています。温かいご支援をお願い申し上げ
ます。「PayPay」でもご寄付が可能です（1口1000円から）。




